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は
じ
め
に

本
稿
は
、
東
京
大
学
図
書
館
が
所
蔵
す
る
膨
大
な
蔵
書
・
資
料
群
の
中
か
ら
、

い
わ
ゆ
る
近
世
朝
幕
関
係
に
関
係
す
る
史
料
を
選
び
出
し
、
そ
の
一
覧
表
を
作
成

し
て
、
こ
の
テ
ー
マ
に
関
心
を
持
つ
研
究
者
の
便
に
供
し
よ
う
と
す
る
も
の
で
あ

る
。東

京
大
学
の
所
蔵
図
書
全
体
に
わ
た
る
検
索
手
段
と
し
て
、
今
日
最
も
便
利
な

の
は
オ
ン
ラ
イ
ン
蔵
書
目
録
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
（
Ｏ
Ｐ
Ａ
Ｃ
）
で
あ
る
が
、
一
九
八

五
年
ま
で
に
収
蔵
さ
れ
た
資
料
に
関
し
て
は
、
情
報
を
随
時
入
力
し
て
い
る
段
階

で
あ
る
（
１
）
。
一
九
八
五
年
以
前
の
収
蔵
資
料
を
網
羅
す
る
目
録
と
し
て
は
、
一
九
六

一
〜
六
四
年
に
最
初
の
編
成
が
行
わ
れ
た
、
全
学
の
図
書
に
関
す
る
カ
ー
ド
を
書

名
・
著
者
名
別
に
配
列
し
た
全
学
総
合
目
録
が
あ
る
が
（
２
）
、
テ
ー
マ
に
基
づ
い
て
未

知
の
資
料
を
探
す
よ
う
な
作
業
に
適
し
た
性
格
の
目
録
で
は
な
い
。

ま
た
、
か
つ
て
東
京
帝
国
大
学
附
属
図
書
館
で
は
、
震
災
で
図
書
館
が
壊
滅
し

東
京
大
学
所
蔵
の
近
世
朝
幕
関
係
史
料
に
つ
い
て

―
総
合
図
書
館
・
法
学
部
法
制
史
資
料
室
所
蔵
分
―

村

和

明

東
京
大
学
日
本
史
学
研
究
室
紀
要

第
十
一
号

二
〇
〇
七
年
三
月
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て
以
降
集
積
さ
れ
た
復
興
図
書
の
整
理
が
一
段
落
し
た
段
階
で
、
印
刷
目
録
の
編

纂
が
計
画
さ
れ
、
一
部
は
実
際
に
刊
行
さ
れ
た
が
（
３
）
、
震
災
か
ら
一
九
三
五
年
一
〇

月
末
ま
で
に
受
入
登
記
さ
れ
た
資
料
を
対
象
と
し
た
「
本
目
録
」
の
う
ち
、
予
定

で
は
「
歴
史
・
地
理
」
に
あ
て
ら
れ
て
い
た
第
四
編
（
４
）
は
結
局
刊
行
さ
れ
な
か
っ
た
。

上
記
の
よ
う
な
事
情
か
ら
、
東
京
大
学
所
蔵
の
全
資
料
群
か
ら
未
知
の
近
世
史

料
を
探
し
出
す
こ
と
に
適
し
た
検
索
手
段
は
存
在
し
て
い
な
い
と
い
え
る
。
本
稿

の
作
業
は
、
こ
う
し
た
状
況
に
あ
る
東
大
所
蔵
史
料
に
つ
い
て
、
そ
の
極
め
て
限

ら
れ
た
一
部
に
つ
い
て
で
は
あ
る
が
、
目
録
を
提
示
し
て
、
史
料
を
探
す
上
で
の

便
を
図
ろ
う
と
す
る
も
の
で
あ
る
。

さ
て
、
本
稿
に
掲
げ
る
目
録
の
具
体
的
な
調
査
対
象
は
、
史
料
編
纂
所
を
除
け

ば
近
世
史
料
を
東
大
内
で
も
っ
と
も
豊
富
に
所
蔵
す
る
と
み
ら
れ
る
総
合
図
書
館

お
よ
び
法
学
部
法
制
史
資
料
室
で
あ
る
。
専
門
機
関
で
あ
り
検
索
手
段
も
充
実
し

て
い
る
史
料
編
纂
所
を
含
め
、
そ
の
他
の
部
局
の
所
蔵
資
料
に
関
し
て
は
、
本
稿

で
は
扱
っ
て
い
な
い
（
５
）
。

ま
た
目
録
に
採
録
し
た
の
は
、
近
世
朝
幕
関
係
に
関
わ
る
史
料
で
あ
る
。
朝
幕

関
係
論
は
七
〇
年
代
以
降
隆
盛
を
み
せ
て
い
る
分
野
で
、
当
初
主
要
な
関
心
の
所

在
で
あ
っ
た
政
治
史
の
枠
に
と
ど
ま
ら
ず
、
多
様
な
視
角
・
論
点
か
ら
近
世
の
天

皇
・
朝
廷
に
関
連
し
た
研
究
が
行
わ
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
お
り
（
６
）
、
本
稿
の
目
録
作

成
に
お
い
て
も
狭
義
の
朝
幕
関
係
に
限
定
せ
ず
、
近
世
朝
廷
に
関
わ
る
史
料
を
広

く
選
び
出
す
よ
う
努
め
た
。
な
お
一
つ
の
選
択
の
目
安
と
し
て
、
近
世
を
主
要
な

記
述
対
象
と
す
る
か
を
基
準
と
し
た
。
こ
の
た
め
、
近
世
の
著
作
や
写
本
で
あ
っ

て
も
、
例
え
ば
古
記
録
や
有
職
書
（
７
）
に
つ
い
て
は
採
録
し
て
い
な
い
場
合
が
あ
る
。

調
査
の
結
果
、
調
査
の
単
位
ご
と
に
、
特
徴
が
異
な
る
史
料
群
が
抽
出
さ
れ
た

た
め
、
各
々
に
適
し
た
形
式
の
目
録
を
別
個
に
作
成
し
た
。
以
下
、
作
成
し
た
目

録
に
即
し
て
章
・
節
を
立
て
、
各
々
の
調
査
対
象
、
方
法
、
抽
出
し
た
史
料
群
の

性
格
な
ど
に
つ
い
て
述
べ
る
。

な
お
、
本
稿
の
趣
旨
に
鑑
み
対
象
か
ら
外
し
た
も
の
と
し
て
、
特
に
総
合
図
書

館
特
殊
集
書
「
鴎
外
文
庫
」（
総
数
約
一
万
九
千
点
）
を
挙
げ
て
お
く
（
８
）
。
公
家
鑑

類
な
ど
の
該
当
史
料
を
含
ん
で
い
る
が
、
他
資
料
に
先
ん
じ
て
近
世
史
料
も
含
め

て
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
へ
の
入
力
が
現
在
進
め
ら
れ
て
お
り
、
一
般
図
書
と
同
様
の
方

法
で
簡
弁
な
検
索
が
可
能
と
な
り
つ
つ
あ
る
た
め
で
あ
る
（
９
）
。

一
、
総
合
図
書
館
所
蔵
分
に
つ
い
て

総
合
図
書
館
に
所
蔵
さ
れ
る
蔵
書
数
は
、
昭
和
五
二
（
一
九
七
七
）
年
段
階
で

約
七
九
万
冊
で
あ
る
（
１０
）
。
実
物
は
勿
論
、
こ
の
ほ
ぼ
全
て
を
含
む
と
み
ら
れ
る
カ
ー

ド
形
式
の
全
学
総
合
目
録
（
前
述
）
に
つ
い
て
も
、
全
て
を
実
見
し
て
検
討
す
る

こ
と
は
不
可
能
で
あ
る
の
で
、
総
合
図
書
館
書
庫
で
用
い
ら
れ
て
い
る
和
漢
図
書

分
類
な
ど
を
参
考
と
し
て
調
査
の
範
囲
を
あ
ら
か
じ
め
絞
り
込
み
、
各
分
類
に
属

す
る
分
の
資
料
に
つ
い
て
、
現
物
に
あ
た
り
な
が
ら
検
討
す
る
方
法
を
と
っ
た
。

結
果
と
し
て
は
、
図
書
分
類
の
う
ち
Ｇ
（
歴
史
）
の
二
六
（
日
本
風
俗
）・
二

七
（
文
書
・
記
録
）・
二
八
（
国
史
図
）・
二
九
（
伝
説
・
雑
史
）
の
範
囲
に
、
該

当
史
料
を
多
く
見
出
す
こ
と
が
で
き
た
。
こ
れ
を
目
録
一
と
し
て
掲
げ
る
。

史
料
の
大
半
は
竪
帳
で
、
稀
に
横
帳
が
あ
っ
た
。
多
く
の
場
合
、
原
史
料
の
表

紙
に
ペ
ン
書
の
題
箋
が
糊
で
張
ら
れ
て
お
り
、
さ
ら
に
こ
れ
を
踏
襲
し
た
活
字
の

表
題
を
記
し
た
厚
紙
の
表
紙
が
付
さ
れ
て
い
る
（
１１
）
。
基
本
的
に
は
原
史
料
と
一
体
と

し
て
製
本
さ
れ
て
い
る
が
、
原
史
料
が
複
数
冊
に
わ
た
る
史
料
な
ど
で
は
、
製
本

は
せ
ず
に
こ
の
紙
に
紐
を
つ
け
て
秩
と
し
て
い
る
場
合
も
多
く
見
ら
れ
た
。

こ
れ
ら
の
特
徴
は
ど
の
資
料
に
も
同
様
に
み
ら
れ
る
の
で
、
お
そ
ら
く
は
東
大

図
書
館
に
図
書
と
し
て
収
蔵
さ
れ
た
際
の
整
理
作
業
に
お
け
る
加
工
で
あ
ろ
う
。
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大
部
分
は
近
世
に
作
成
さ
れ
た
写
本
と
み
ら
れ
、
内
容
の
傾
向
と
し
て
は
、
儀

式
に
関
す
る
別
記
・
図
面
類
が
主
で
あ
る
。

ま
た
ほ
ぼ
全
点
に
複
数
の
蔵
書
印
が
押
さ
れ
て
い
た
た
め
、
目
録
一
で
は
特
に

「
蔵
書
印
」
欄
を
設
け
る
こ
と
に
し
た
。
各
史
料
の
来
歴
に
つ
い
て
、
一
点
ず
つ

寄
贈
記
録
な
ど
に
あ
た
っ
て
調
査
す
る
こ
と
は
し
な
か
っ
た
が
、
蔵
書
印
か
ら
得

ら
れ
る
情
報
を
も
と
に
、
来
歴
の
傾
向
を
大
ま
か
に
検
討
し
て
お
こ
う
（
１２
）
。

今
回
ピ
ッ
ク
ア
ッ
プ
し
た
計
一
一
七
点
に
お
い
て
、
六
〇
点
と
そ
の
大
半
を
占

め
た
の
は
「
南
葵
文
庫
」
旧
蔵
資
料
で
あ
る
。「
南
葵
文
庫
」
は
、
紀
州
徳
川
家

の
徳
川
頼
倫
が
明
治
二
九
（
一
八
九
六
）
年
に
創
設
し
た
私
設
図
書
館
で
、
震
災

後
の
大
正
一
三
（
一
九
二
四
）
年
に
ほ
ぼ
全
点
の
約
一
〇
万
冊
が
東
京
大
学
図
書

館
に
寄
贈
さ
れ
、
図
書
分
類
に
従
っ
て
分
散
配
架
さ
れ
た
（
１３
）
。
震
災
後
寄
贈
・
購
入

さ
れ
た
集
書
と
し
て
は
最
大
の
も
の
で
あ
る
（
１４
）
。

「
南
葵
文
庫
」
に
納
め
ら
れ
る
前
の
所
蔵
者
と
し
て
は
、
以
下
が
目
だ
っ
た
と

こ
ろ
で
あ
る
。

・
小
中
村
清
矩
（
二
六
点
）

文
政
四
（
一
八
二
一
）
年
〜
明
治
二
八
（
一
八
九

五
）
年
、
紀
州
藩
古
学
館
頭
取
、
和
学
所
教
授
、
東
京
帝
大
教
授
。
古
事
類
苑

編
纂
に
携
わ
る
。
遺
書
約
五
千
冊
を
南
葵
文
庫
で
購
入
。

・
坂
田
諸
遠
（
一
〇
点
）

文
化
七
（
一
八
一
〇
）
年
〜
明
治
三
〇
（
一
八
九

七
）
年
？
／
明
治
三
六
（
一
九
〇
三
）
年
？
、
国
学
者
、
外
務
省
編
纂
掛
。
遺

書
約
一
万
五
千
冊
を
南
葵
文
庫
で
購
入
。

ほ
か
、
和
学
講
談
所
（
塙
保
己
一
・
忠
宝
・
忠
韶
）
の
印
も
九
点
に
み
え
る
。

「
南
葵
文
庫
」
に
次
い
で
多
く
採
録
し
た
の
は
、
渡
部
信
寄
贈
史
料
か
ら
の
一

八
点
で
あ
る
。

渡
部
信
は
明
治
一
七
（
一
八
八
四
）
年
生
、
昭
和
四
八
（
一
九
七
三
）
年
没
、

東
京
帝
大
法
科
を
首
席
卒
業
後
、
内
務
省
・
逓
信
省
・
宮
内
省
・
式
部
省
な
ど
に

在
籍
す
る
い
っ
ぽ
う
東
京
帝
大
法
科
大
学
講
師
を
つ
と
め
、
宮
内
省
図
書
頭
兼
諸

陵
頭
、
帝
室
博
物
館
総
長
な
ど
を
歴
任
し
た
人
物
で
（
１５
）
、
大
正
一
三
（
一
九
二
四
）

年
に
約
三
八
〇
〇
点
の
資
料
を
東
大
図
書
館
に
寄
贈
し
て
い
る
（
１６
）
。

野
州
壬
生
藩
士
で
あ
っ
た
父
・
邁
の
も
の
を
除
き
、
信
自
身
以
外
の
印
記
は
あ

ま
り
見
ら
れ
ず
、
渡
部
父
子
が
直
接
に
作
成
者
の
子
孫
や
古
書
肆
か
ら
集
め
た
史

料
で
あ
る
と
み
ら
れ
る
。
史
料
の
性
格
上
も
、
原
史
料
と
み
ら
れ
る
日
次
記
・
触

留
な
ど
が
若
干
数
あ
っ
た
。

な
お
、
渡
部
信
旧
蔵
史
料
と
同
じ
大
正
一
三
年
に
購
入
さ
れ
た
「
青
州
文
庫
」

（
約
二
万
五
千
冊
の
規
模
は
「
南
葵
文
庫
」
に
次
ぐ
）
の
原
蔵
者
は
、
姓
名
が
同

訓
の
渡
辺
信
（
号
青
洲
、
甲
州
の
実
業
家
）
で
あ
り
（
１７
）
、
目
録
一
に
も
そ
の
旧
蔵
史

料
を
採
録
し
て
い
る
。
紛
ら
わ
し
い
の
で
、
注
意
が
必
要
で
あ
る
。

二
、
法
学
部
法
制
史
資
料
室
所
蔵
分
に
つ
い
て

東
京
大
学
法
学
部
法
制
史
資
料
室
に
は
、
周
知
の
ご
と
く
き
わ
め
て
多
量
の
近

世
史
料
が
所
蔵
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
う
ち
か
ら
、
カ
ー
ド
目
録
お
よ
び
史
料
調
査

の
成
果
を
利
用
し
て
史
料
を
選
び
出
し
た
。
以
下
、
三
つ
に
分
け
た
目
録
お
の
お

の
に
即
し
て
説
明
す
る
。

（
一
）
カ
ー
ド
目
録
存
在
分

法
学
部
法
制
史
資
料
室
の
所
蔵
資
料
に
つ
い
て
は
、
書
名
五
十
音
順
で
配
列
さ

れ
た
カ
ー
ド
目
録
が
存
在
す
る
。
こ
れ
を
一
通
り
参
照
し
て
史
料
を
検
索
・
選
抜

し
、
実
物
に
あ
た
り
な
が
ら
作
成
し
た
の
が
目
録
二
―
一
で
あ
る
。

形
式
は
す
べ
て
冊
形
式
の
史
料
で
あ
っ
た
。
総
合
図
書
館
所
蔵
分
に
比
べ
る
と

蔵
書
印
は
わ
ず
か
で
、
法
学
部
の
法
制
史
講
座
担
当
教
授
で
あ
っ
た
宮
�
道
三
郎
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・
中
田
董
の
印
が
み
え
る
程
度
で
あ
っ
た
。

目
立
っ
た
も
の
と
し
て
は
、
当
時
刊
行
さ
れ
て
い
た
朝
廷
の
人
名
録
で
あ
る
公

家
鑑
の
類
（
１８
）
を
約
二
〇
点
採
録
し
た
。
他
は
武
家
に
よ
っ
て
作
成
し
た
と
み
ら
れ
る
、

幕
府
の
在
京
機
関
関
連
の
史
料
が
主
と
な
っ
た
。
京
都
の
町
関
連
の
史
料
も
若
干

挙
げ
た
。

（
二
）「
非
蔵
人
安
田
家
他
京
都
近
郊
所
領
関
係
文
書
」
他

九
〇
年
代
、
東
京
大
学
日
本
史
学
研
究
室
の
「
近
世
文
書
を
読
む
会
」
に
お
い

て
、
東
京
大
学
法
学
部
法
制
史
資
料
室
所
蔵
の
未
整
理
文
書
の
一
部
に
関
す
る
調

査
・
整
理
が
行
わ
れ
た
（
１９
）
。
同
会
の
ご
了
承
を
得
て
、
そ
の
成
果
の
う
ち
主
に
「
諸

大
夫
安
田
家
他
京
都
近
郊
所
領
関
係
文
書
史
料
細
胞
現
状
記
録
（
２０
）
」
に
拠
り
、
校
訂

・
加
工
し
て
作
成
し
た
の
が
目
録
二
―
二
で
あ
る
。

同
会
作
成
の
「
史
料
単
位
現
状
記
録
」
に
よ
れ
ば
、
調
査
時
に
単
位
Ａ
と
さ
れ

た
こ
の
史
料
群
は
、「
諸
家
口
上
書
等
」
と
記
さ
れ
た
更
紙
で
包
ま
れ
、
紐
で
括

ら
れ
た
状
態
で
あ
っ
た
。
中
身
は
す
べ
て
状
で
あ
り
、
重
ね
ら
れ
て
い
る
順
に
上

か
ら
番
号
が
与
え
ら
れ
、
一
点
ず
つ
封
筒
に
分
け
ら
れ
た
。
全
体
が
一
括
さ
れ
、

包
紙
と
紐
が
つ
け
ら
れ
た
経
緯
や
年
代
は
不
明
で
あ
る
。
内
容
は
ほ
ぼ
す
べ
て
文

書
で
あ
り
、
押
印
さ
れ
た
正
文
と
み
ら
れ
る
史
料
が
多
く
含
ま
れ
る
。
内
容
は
家

作
・
田
地
の
譲
り
状
、
借
金
証
文
、
水
論
関
係
の
口
上
書
な
ど
多
岐
に
わ
た
る
が
、

中
心
を
占
め
る
の
は
、
愛
宕
郡
下
鴨
村
・
乙
訓
郡
外
畑
村
・
同
郡
坂
本
村
で
作
成

さ
れ
、
特
に
安
田
姓
の
人
物
を
宛
所
と
す
る
文
書
群
で
あ
る
。
当
史
料
群
名
の
元

と
も
さ
れ
た
も
の
で
、
お
そ
ら
く
安
田
家
に
伝
来
し
た
史
料
群
で
あ
ろ
う
と
思
わ

れ
る
。

こ
の
史
料
群
に
加
え
、
Ｄ
６
（
包
紙
ウ
ハ
書
「
口
上
覚
」）、
Ｄ
１１
（
包
紙
ウ
ハ

書
「
一
札
之
事
・
御
請
書
・
諸
口
上
之
覚
・
訴
訟
并
返
答
書
」）、
Ｆ
３
（
包
紙
ウ

ハ
書
な
し
）
の
各
単
位
か
ら
も
数
点
ず
つ
を
収
録
し
た
。

以
下
、
安
田
家
関
連
の
史
料
群
に
関
し
て
補
足
す
る
。
作
成
さ
れ
た
地
域
で
あ

る
下
鴨
村
は
村
高
一
二
六
二
石
余
、
賀
茂
川
と
高
野
川
が
合
流
す
る
三
角
地
帯
に

あ
た
る
。
外
畑
村
は
一
五
八
石
余
、
西
山
の
主
峰
小
塩
山
、
老
ノ
坂
山
地
の
葉
坂

山
・
猪
谷
山
・
白
石
山
に
囲
ま
れ
た
山
間
の
地
。
坂
本
村
（
西
坂
本
村
と
も
）
は

二
八
三
石
余
、
西
山
連
峰
の
主
峰
小
塩
山
の
東
南
麓
、
善
峰
川
支
流
岩
倉
川
の
流

域
に
展
開
す
る
。
い
ず
れ
も
相
給
村
落
で
あ
る
。

安
田
家
に
つ
い
て
す
こ
し
丁
寧
に
み
て
み
よ
う
。『
幕
末
公
家
集
成
（
２１
）
』
に
よ
る

と
、
慶
応
年
間
に
非
蔵
人
地
方
取
の
安
田
美
作
が
、
愛
宕
郡
・
乙
訓
郡
に
計
六
一

石
余
を
領
し
て
い
る
。『
旧
高
旧
領
取
調
帳
（
２２
）
』
に
よ
る
と
、
安
田
永
親
が
愛
宕
郡

下
鴨
村
に
三
一
石
余
、
乙
訓
郡
外
畑
村
に
一
八
石
余
、
同
郡
西
坂
本
村
に
一
〇
石

余
（
い
ず
れ
も
相
給
村
落
）
を
領
し
て
い
る
。

安
田
美
作
永
親
に
い
た
る
家
が
、
鴨
秀
名
記
「
非
蔵
人
系
譜
（
２３
）
」
に
秦
姓
大
西
家

の
分
家
と
し
て
載
る
。
主
に
こ
の
史
料
に
拠
っ
て
歴
代
を
掲
げ
て
お
く
（
分
家
が

一
家
あ
る
が
省
く
）。

親
民
（
美
濃
）

大
西
佐
渡
介
親
賢
（
改
称
秡
川
、
非
蔵
人
、
寛
永
一
五
年

出
仕
）
末
子
、
改
称
安
田
、
延
宝
五
（
一
六
七
七
）
父
信

吉
（
２４
）
の
番
代
と
し
て
後
西
院
に
出
仕

親
冬
（
下
野
）

親
民
子
、
元
禄
五
（
一
六
九
二
）
霊
元
院
に
出
仕

親
教
（
武
蔵
（
２５
）
）

親
冬
子
、
享
保
一
二
（
一
七
二
七
）
霊
元
院
に
出
仕

吉
親
（
美
作
）

親
教
子
、
宝
暦
一
一
（
一
七
六
一
）
出
仕

親
宙
（
武
蔵
）

吉
親
子
、
文
化
元
（
一
八
〇
四
）
出
仕

親
睦
（
上
野
）

実
毛
利
公
溟
次
男
、
天
保
三
（
一
八
三
二
）
出
仕

永
親
（
美
作
）

実
為
名
次
男

当
初
は
後
西
院
の
御
所
の
非
蔵
人
と
し
て
新
た
に
立
て
ら
れ
、
の
ち
霊
元
院
の
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御
所
や
禁
裏
に
出
仕
し
た
家
と
わ
か
る
。
こ
こ
に
み
え
る
受
領
名
は
目
録
二
―
二

に
あ
ら
わ
れ
る
宛
所
と
年
代
が
ず
れ
て
い
る
が
、
こ
れ
は
「
非
蔵
人
系
譜
」
が
受

領
名
を
改
め
た
場
合
を
網
羅
し
て
い
な
い
た
め
で
あ
る
と
解
し
て
お
く
。

享
保
一
四
（
一
七
二
九
）
年
段
階
を
し
め
す
「
山
城
国
各
村
領
主
別
石
高
表
（
２６
）
」

を
み
る
と
、
下
鴨
村
三
一
石
余
・
外
畑
村
一
八
石
余
・
西
坂
本
村
一
〇
石
余
を
安

田
姓
の
人
物
が
領
し
て
い
る
の
は
幕
末
と
同
じ
で
あ
る
が
、
前
一
者
は
美
作
守
、

後
二
者
は
下
野
守
と
あ
る
。
詳
細
は
不
明
で
あ
る
が
、
同
時
期
に
父
子
が
出
仕
し

て
い
る
場
合
な
ど
に
は
各
々
の
所
領
が
分
け
ら
れ
た
可
能
性
も
あ
る
。

な
お
、『
旧
高
旧
領
取
調
帳
』『
幕
末
公
家
集
成
』
に
よ
れ
ば
、
源
姓
の
安
田
監

物
尚
章
（
蔵
人
方
催
諸
司
）
も
下
鴨
村
に
五
石
を
知
行
し
て
い
る
が
、
こ
の
家
の

関
連
史
料
は
含
ま
れ
て
い
な
い
と
思
わ
れ
る
。
ま
た
調
査
の
段
階
で
は
、
宮
門
跡

寺
院
毘
沙
門
堂
（
滋
賀
院
門
跡
）
の
諸
大
夫
安
田
家
に
比
定
さ
れ
た
よ
う
で
あ
る

が
、
毘
沙
門
堂
の
諸
大
夫
・
側
用
人
の
安
田
家
歴
代
は
『
地
下
家
伝
』
に
は
源
姓

と
あ
り
、
ま
た
こ
れ
に
み
え
る
官
途
、
お
よ
び
『
近
世
朝
廷
人
名
要
覧
（
２７
）
』
で
確
認

で
き
る
名
乗
は
、
本
史
料
群
の
宛
所
と
は
全
く
異
な
る
も
の
で
、
別
の
家
で
あ
る
。

（
三
）「
京
阪
文
書
」

法
制
史
資
料
室
所
蔵
「
京
阪
文
書
」
は
、
主
に
京
阪
地
域
で
作
成
さ
れ
た
文
書

形
式
の
史
料
か
ら
な
る
史
料
群
で
あ
る
。
作
成
地
域
や
そ
の
領
主
・
宛
所
・
年
代

な
ど
に
全
体
と
し
て
の
一
貫
性
は
み
ら
れ
ず
、
収
集
の
過
程
や
法
制
史
資
料
室
に

収
蔵
さ
れ
た
経
緯
な
ど
は
不
明
で
あ
る
。
こ
の
史
料
群
か
ら
近
世
朝
幕
関
係
関
連

の
史
料
を
選
び
出
し
、
作
成
し
た
の
が
目
録
二
―
三
で
あ
る
。

内
容
の
上
で
は
、
一
七
・
一
八
世
紀
の
証
文
類
が
大
半
を
占
め
た
。
特
に
目

立
っ
た
史
料
と
し
て
は
、
梶
井
門
跡
の
貸
長
屋
の
借
家
証
文
や
、
一
条
家
・
鷹
司

家
な
ど
の
摂
家
、
桂
宮
家
・
有
栖
川
宮
家
な
ど
の
世
襲
親
王
家
、
仁
和
寺
・
妙
法

院
な
ど
の
門
跡
な
ど
の
名
を
冠
し
た
「
御
貸
付
所
」
を
宛
所
と
す
る
一
九
世
紀
の

借
金
証
文
が
多
く
み
ら
れ
る
。
当
時
の
朝
廷
構
成
員
の
、
あ
ま
り
知
ら
れ
て
い
な

い
経
済
上
の
一
側
面
を
示
す
史
料
群
で
あ
る
と
い
え
る
。

特
に
第
８６
輯
の
後
半
は
、
ほ
ぼ
全
点
が
摂
家
鷹
司
家
の
名
目
金
貸
付
所
関
連
の

文
書
で
あ
り
、
ま
と
ま
っ
て
伝
来
し
た
も
の
と
み
ら
れ
る
。
借
主
と
し
て
は
葉
室

・
広
橋
と
い
っ
た
堂
上
諸
家
や
地
下
官
人
た
ち
の
名
が
み
え
て
い
る
（
こ
の
う
ち

一
点
に
つ
い
て
は
後
に
全
文
を
掲
げ
た
）。

お
わ
り
に

東
京
大
学
に
所
蔵
さ
れ
る
資
料
群
は
膨
大
で
伝
来
も
多
岐
に
わ
た
り
、
近
世
史

料
の
み
に
限
定
し
て
も
、
そ
の
全
点
を
一
覧
化
し
た
り
、
あ
る
い
は
史
料
群
の
原

秩
序
を
再
構
成
し
そ
の
伝
来
や
性
格
を
検
討
す
る
こ
と
は
、
大
規
模
な
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
を
必
要
と
す
る
作
業
で
あ
る
。
本
稿
の
作
業
は
、
筆
者
が
専
門
と
す
る
テ
ー

マ
に
関
わ
る
史
料
の
み
を
抜
き
出
し
て
リ
ス
ト
を
作
成
す
る
と
い
う
比
較
的
単
純

な
も
の
で
あ
っ
た
が
、
そ
れ
で
も
、
当
初
考
え
た
よ
う
に
東
京
大
学
全
学
を
網
羅

す
る
こ
と
は
困
難
で
あ
り
、
本
稿
で
は
と
り
あ
え
ず
、
総
合
図
書
館
・
法
学
部
法

制
史
資
料
室
の
二
箇
所
に
つ
い
て
扱
う
に
と
ど
ま
っ
た
。
東
京
大
学
の
他
の
部
局

図
書
館
や
研
究
室
で
も
、
近
世
史
料
を
所
蔵
し
て
い
る
と
こ
ろ
が
あ
る
し
、
上
記

の
二
箇
所
に
つ
い
て
も
所
蔵
資
料
の
全
貌
を
理
解
で
き
た
と
は
い
え
ず
、
そ
の
中

に
占
め
る
割
合
が
決
し
て
高
く
な
い
朝
幕
関
係
史
料
を
ま
だ
ま
だ
見
落
と
し
て
い

る
の
で
は
な
い
か
と
の
不
安
は
拭
え
な
い
。
本
稿
で
は
、
膨
大
な
東
大
所
蔵
資
料

の
、
ご
く
一
部
を
み
た
に
過
ぎ
な
い
。

ま
た
史
料
を
選
抜
す
る
基
準
に
つ
い
て
も
、
作
業
の
進
行
に
あ
わ
せ
て
変
更
を

余
儀
な
く
さ
れ
る
こ
と
が
多
く
、
で
き
る
だ
け
均
質
に
な
る
よ
う
心
が
け
た
も
の
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の
、
や
や
取
捨
に
ば
ら
つ
き
が
出
て
い
る
も
の
と
思
わ
れ
る
。

上
記
の
よ
う
な
限
界
や
問
題
は
あ
る
が
、「
は
じ
め
に
」
で
述
べ
た
よ
う
な
状

況
の
も
と
に
あ
っ
て
、
史
料
の
存
在
を
紹
介
す
る
と
い
う
、
い
ち
お
う
の
目
的
は

達
成
で
き
た
の
で
は
な
い
か
と
考
え
て
い
る
。
研
究
の
一
助
と
し
て
い
た
だ
け
れ

ば
幸
い
で
あ
る
。

（
付
記
）本

稿
の
作
成
に
あ
た
っ
て
は
、
東
京
大
学
附
属
図
書
館
情
報
サ
ー
ビ
ス
課

参
考
調
査
係
お
よ
び
東
京
大
学
法
学
部
法
制
史
資
料
室
の
担
当
各
位
の
ご
協

力
を
得
た
。
ま
た
、
法
制
史
資
料
室
に
お
け
る
カ
ー
ド
目
録
検
索
に
際
し
て

は
、
佐
藤
雄
介
氏
の
ご
協
力
を
得
た
。

註（
１
）
東
京
大
学
Ｏ
Ｐ
Ａ
Ｃ
（https

://opac.dl.itc.u-tokyo.ac.jp/

）

（
２
）
編
成
過
程
に
つ
い
て
は
、
岸
本
英
夫
「
東
京
大
学
附
属
図
書
館
近
代
化
の

め
ざ
す
も
の

―
そ
の
計
画
と
経
過
―
」（『
図
書
館
雑
誌
』
五
七
―
二
、
一

九
六
三
）
参
照
。

（
３
）
詳
細
に
つ
い
て
は
、
東
京
大
学
百
年
史
編
集
委
員
会
編
『
東
京
大
学
百
年

史
部
局
史

四
』（
東
京
大
学
、
一
九
八
七
）
一
二
二
二
〜
六
、
一
二
三
九
・

四
〇
頁
参
照
。

（
４
）
東
京
帝
国
大
学
附
属
図
書
館
『
東
京
帝
国
大
学
和
漢
図
書
目
録

第
五
編

法
律
・
政
治
』（
同
館
、
一
九
四
三
）
巻
頭
「
凡
例
」

（
５
）
個
別
の
部
局
の
所
蔵
史
料
に
関
す
る
報
告
と
し
て
は
、
例
え
ば
島
薗
進
・

磯
前
順
一
編
『
東
京
帝
国
大
学
神
道
研
究
室
旧
蔵
書

目
録
お
よ
び
解
説
』

（
東
京
堂
出
版
、
一
九
九
六
）、
ま
た
本
紀
要
に
連
載
中
の
東
京
大
学
文
学
部

所
蔵
文
書
の
調
査
成
果
な
ど
が
あ
る
。

（
６
）
研
究
動
向
に
つ
い
て
は
煩
雑
と
な
る
の
で
こ
こ
で
は
触
れ
な
い
。
山
口
和

夫
「
近
世
天
皇
・
朝
廷
研
究
の
軌
跡
と
課
題
」（『
講
座
前
近
代
の
天
皇
５

世
界
史
の
中
の
天
皇
』、
青
木
書
店
、
一
九
九
五
）
な
ど
を
参
照
さ
れ
た
い
。

（
７
）
分
量
と
し
て
は
相
当
数
が
確
認
さ
れ
た
。
特
に
総
合
図
書
館
書
庫
の
分
類

番
号
Ｇ
二
六
の
過
半
が
、
有
職
故
実
関
係
の
写
本
類
で
占
め
ら
れ
て
い
る
。

（
８
）
柳
生
四
郎
「
東
京
大
学
特
殊
集
書
も
の
が
た
り
（
３
）
鴎
外
文
庫
」（『
日

本
古
書
通
信
』
七
八
一
、
一
九
九
四
）

（
９
）
東
京
大
学
蔵
書
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
（
前
掲
註
１
）。
な
お
、「
別
置
コ
レ
ク

シ
ョ
ン
」
分
に
関
し
て
は
、
本
稿
執
筆
時
点
で
既
に
検
索
が
可
能
で
あ
る
。

（
１０
）「
総
合
図
書
館

蔵
書
数
及
び
図
書
利
用
状
況
」（
東
京
大
学
附
属
図
書
館
編

『
図
書
館
再
建
５０
年
』、
東
京
大
学
附
属
図
書
館
、
一
九
七
八
、
二
九
頁
）

（
１１
）
こ
の
た
め
一
部
史
料
で
は
表
紙
・
裏
表
紙
の
記
述
が
一
部
隠
れ
て
い
る
。

（
１２
）
南
葵
文
庫
旧
蔵
資
料
の
蔵
書
印
に
関
し
て
は
、
南
葵
文
庫
の
図
書
館
員
で

あ
っ
た
平
野
喜
久
代
の
模
刻
・
解
説
に
よ
る
『
蔵
書
印
集
成
』（
本
編
二
・

解
説
、
東
京
大
学
出
版
会
、
一
九
七
四
）
に
主
に
拠
っ
た
。
南
葵
文
庫
以
外

の
蔵
書
印
に
関
し
て
は
、
渡
辺
守
邦
・
島
原
泰
雄
編
『
日
本
書
誌
学
大
系
四

四

蔵
書
印
提
要
』（
青
裳
堂
書
店
、
一
九
八
五
）、
国
立
国
会
図
書
館
編

『
同
七
〇

国
立
国
会
図
書
館
蔵
書
印
譜
』（
同
、
一
九
九
五
）、
渡
辺
守
邦
・

後
藤
憲
二
編
『
同
七
九

新
編
蔵
書
印
譜
』（
同
、
二
〇
〇
一
）
に
よ
っ
た
。

（
１３
）
柳
生
四
郎
「
東
京
大
学
特
殊
集
書
も
の
が
た
り
（
２
）
南
葵
文
庫
」（『
日

本
古
書
通
信
』
七
八
〇
、
一
九
九
四
）、
佐
藤
賢
一
「
東
京
大
学
総
合
図
書

館
所
蔵
『
南
葵
文
庫
』
に
つ
い
て

〜
そ
の
来
歴
と
今
後
の
展
望
に
向
け
て

〜
」（『
大
学
図
書
館
紀
要
』
七
四
、
二
〇
〇
五
）

（
１４
）
東
京
帝
国
大
学
附
属
図
書
館
『
東
京
帝
国
大
学
附
属
図
書
館
復
興
帖
』（
同
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館
、
一
九
三
〇
）

（
１５
）『
大
正
人
名
事
典
�
上
』（
日
本
図
書
セ
ン
タ
ー
、
一
九
八
九
）、『
昭
和
人

名
辞
典
』（
同
、
一
九
八
七
―
一
九
八
九
）

（
１６
）
東
京
帝
国
大
学
附
属
図
書
館
『
寄
贈
図
書
目
録

五
』（
東
京
帝
国
大
学
図

書
館
、
一
九
二
四
）
が
、
渡
部
信
寄
贈
図
書
の
目
録
と
な
っ
て
い
る
。
な
お

冊
数
に
関
し
て
、『
東
京
帝
国
大
学
附
属
図
書
館
復
興
帖
』
は
日
本
文
学
、

歴
史
関
係
和
書
三
八
五
五
冊
と
し
、『
寄
贈
図
書
目
録
』
で
は
こ
の
数
字
に

加
筆
修
正
し
て
三
七
八
四
冊
と
す
る
。

（
１７
）
柳
生
四
郎
「
東
京
大
学
特
殊
集
書
も
の
が
た
り
（
５
）
青
洲
文
庫
」（『
日

本
古
書
通
信
』
七
八
三
、
一
九
九
四
）。
な
お
柳
生
は
、
青
洲
文
庫
の
他
に

渡
辺
信
（
青
洲
）
寄
贈
の
「
日
本
文
学
・
歴
史
関
係
和
書
三
七
八
四
冊
」
が

存
在
す
る
と
し
て
い
る
が
、
こ
れ
は
渡
部
信
寄
贈
分
の
誤
り
で
あ
ろ
う
（
前

掲
註
１６
参
照
）。

（
１８
）
公
家
鑑
に
つ
い
て
は
、
平
井
誠
二
「
公
家
鑑
に
関
す
る
基
礎
的
考
察
」（
朝

幕
研
究
会
編
『
人
文
叢
書
１

近
世
朝
廷
人
名
要
覧
』、
学
習
院
大
学
人
文
科

学
研
究
所
、
二
〇
〇
五
）
に
詳
し
い
。

（
１９
）
同
会
の
活
動
の
中
で
、
こ
の
史
料
群
の
整
理
調
査
に
携
わ
っ
た
メ
ン
バ
ー

は
、
現
状
記
録
フ
ァ
イ
ル
に
吉
田
伸
之
氏
以
外
の
名
が
記
さ
れ
て
お
ら
ず
、

確
定
で
き
な
い
。
な
お
同
会
に
よ
る
そ
の
他
の
成
果
と
し
て
は
、
吉
田
伸
之

解
説
「
大
和
国
吉
野
郡
小
路
村
梅
本
家
文
書
史
料
細
胞
現
状
記
録
」（『
東
京

大
学
日
本
史
学
研
究
室
紀
要
』
創
刊
号
、
一
九
九
七
）、
戸
森
麻
衣
子
解
説

「『
武
州
五
日
市
村
文
書
』
史
料
細
胞
現
状
記
録
」（
同
三
、
一
九
九
九
）
が

既
に
発
表
さ
れ
て
い
る
。

（
２０
）
こ
の
史
料
群
名
は
同
会
の
調
査
に
際
し
付
さ
れ
た
も
の
で
、
当
該
地
域
の

史
料
を
探
す
上
で
最
も
便
利
で
あ
る
京
都
府
立
総
合
資
料
館
歴
史
資
料
課

「
京
都
府
域
関
係
古
文
書
所
在
情
報
の
一
整
理

近
世
領
主
並
び
に
近
世
村
町

別
閲
覧
可
能
関
連
文
書
一
覧

山
城
編
（
２
）」（『
資
料
館
紀
要
』
三
〇
、
二

〇
〇
二
）
に
既
に
用
い
ら
れ
て
い
る
が
、
後
述
の
理
由
か
ら
妥
当
性
を
欠
く

と
考
え
、
本
稿
で
は
節
題
の
よ
う
に
呼
称
す
る
。

（
２１
）
大
賀
妙
子
校
訂
・
編
集
、
小
玉
正
任
監
修
、
新
人
物
往
来
社
、
一
九
九
三

（
２２
）
木
村
礎
校
訂
、
竹
内
理
三
監
修
『
日
本
史
料
選
書

旧
高
旧
領
取
調
帳

近

畿
篇
』（
近
藤
出
版
社
、
一
九
七
五
）

（
２３
）
史
料
編
纂
所
所
蔵
、
謄
写
本
（
鈴
木
真
年
原
蔵
）

（
２４
）『
地
下
家
傳
』（
三
上
景
文
著
、
正
宗
敦
夫
編
・
校
訂
、
自
治
日
報
社
、
一

九
六
八
）
を
み
る
と
、
信
吉
は
姓
荷
田
、
称
安
田
（
初
羽
倉
）、
元
和
九
年

為
非
蔵
人
、
寛
文
三
（
一
六
六
三
）
年
為
上
北
面
・
叙
従
五
位
下
・
任
攝
津

守
と
あ
る
。
安
田
家
を
称
し
た
の
は
彼
が
初
代
か
と
思
わ
れ
る
。

（
２５
）
東
京
大
学
史
料
編
纂
所
編
『
大
日
本
近
世
史
料

広
橋
兼
胤
公
武
御
用
日

記
』
第
一
巻
（
東
京
大
学
出
版
会
、
一
九
九
〇
）
九
二
頁
、
寛
延
三
（
一
七

五
〇
）
年
九
月
二
八
日
条
に
名
が
み
え
る
。

（
２６
）
京
都
市
編
『
史
料
京
都
の
歴
史

第
３
巻

政
治
・
行
政
』（
平
凡
社
、
一
九

七
九
）
巻
末
。
山
口
（
泰
）
家
文
書
「
享
保
一
四
年

山
城
国
高
八
郡
村
名

帳
」
を
底
本
と
し
、
校
訂
し
た
も
の
。

（
２７
）
前
掲
註
（
１８
）
参
照
。
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附
：
史
料
紹
介
と
解
説

以
下
で
は
、
本
稿
で
掲
げ
た
目
録
か
ら
、
特
徴
的
な
史
料
を
数
点
抜
粋
し
て
簡

単
に
紹
介
す
る
。
目
録
に
挙
げ
た
史
料
群
の
性
格
理
解
の
一
助
と
し
て
い
た
だ
き

た
い
。

﹇
目
録
一

Ｇ
二
七
―
一
二
九
九
﹈（
一
部
抜
粋
）

乍
恐
御
嘆
願
奉
申
上
候

一
、
此
度
御
造
営
御
用
ニ
付
、
私
共
御
召
出
、
木
挽
方
御
用
被
仰
付
、
恐
入

難
有
、
日
〃
御
場
所
へ
相
詰
御
用
相
勤
、
冥
加
至
極
難
有
仕
合
奉
存
候
、

尤
此
節
私
共
仲
ヶ
間
木
挽
凡
八
拾
人
斗
、
東
山
院
様
御
場
所
ニ
而
相
勤

罷
在
候
処
、
御
材
木
無
数
ニ
付
、
京
地
并
大
坂
木
挽
方
相
残
り
勤
メ
可

申
、
御
同
所
へ
出
勤
仕
居
候
右
八
拾
人
斗
之
木
挽
共
者
一
先
ツ
帰
村
仕

可
然
趣
、
京
地
世
話
役
之
衆
被
申
之
候
へ
共
、
元
来
私
共
儀
ハ
百
姓
作

間
之
職
人
ニ
而
、
毛
附
時
ニ
も
相
成
候
ハ
ヽ
銘
〃
出
京
難
渋
申
立
、
人

数
出
兼
可
申
哉
、
私
共
之
内
遠
方
も
有
之
、
上
京
往
色
失
却
も
多
相
懸

り
候
に
付
、
此
節
御
用
勤
済
ニ
も
相
成
様
仕
度
心
底
ニ
御
座
候
処
、
右

体
只
今
帰
村
仕
、
又
〃
御
材
木
多
入
込
、
私
共
仲
ヶ
間
御
召
出
ニ
相
成

候
節
、
自
然
毛
附
時
ニ
も
至
り
候
ハ
ヽ
、
前
段
奉
申
上
候
通
、
若
人
数

出
兼
候
様
之
義
等
御
座
候
而
ハ
誠
以
奉
恐
入
候
間
、
可
相
成
御
義
ニ
御

座
候
ハ
ヽ
、
右
御
場
所
ニ
罷
在
候
京
地
并
大
坂
木
挽
方
之
分
、
毛
附
時

為
御
手
当
引
退
候
様
被
仰
付
、
私
共
儀
ハ
引
続
御
用
被
仰
付
被
下
置
候

様
仕
度
、
乍
恐
此
段
御
嘆
願
奉
申
上
候
、
自
然
其
儀
も
相
叶
不
申
儀
ニ

御
座
候
ハ
ヽ
、
毛
附
時
相
済
候
迄
之
処
御
用
捨
被
成
下
候
様
仕
度
奉
存

候
、
何
卒
格
別
之
御
憐
憫
ヲ
以
、
右
之
趣
被
為
聞
召
届
、
乍
恐
御
賢
慮

被
成
下
候
ハ
ヽ
難
有
奉
存
候
、
以
上

安
政
二
卯
年
二
月
廿
二
日

城
州
木
挽

木
津
組
／
美
濃
山
組
／
上
津
屋
組
／
五
ヶ
庄
組
／

和
泉
向
寄

右
役
前
惣
代

与
頭

由
兵
衛

代
兼
和
泉
向
寄
年
寄

嘉
左
衛
門

和
州
木
挽

須
山
組
／
同
組
東
方
／
同
組
南
方
／
畑
組

役
前
惣
代

須
山
組
東
方

与
頭

利
八

畑
組

与
頭

善
七

泉
州
木
挽

上
之
郷
組
／
同
中
村
向
寄
／
西
組
／
南
組
／
山
方

組

役
前
惣
代

上
之
郷
組

与
頭

安
右
衛
門

山
方
組

与
頭

藤
兵
衛

中
井
様
御
役
所

文
中
の
「
東
山
院
様
御
場
所
」
は
、
東
山
上
皇
の
御
所
が
あ
っ
た
、
禁
裏
御
所

の
南
側
の
空
間
を
さ
す
と
み
ら
れ
る
。

「
御
所
御
造
営
木
挽
仲
間
願
書
并
諸
記
録
」
は
近
世
の
竪
冊
三
〇
冊
か
ら
な
る

一
件
史
料
で
あ
る
。
そ
の
全
体
を
紹
介
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
の
で
、
そ
の
う
ち

「
安
政
二
乙
卯
年
正
月
・
和
州
須
山
組
与
頭
六
兵
衛

願
書
並
六
ヶ
国
旧
書
写
」

と
題
す
る
冊
の
冒
頭
に
収
め
ら
れ
て
い
る
文
書
一
点
の
み
を
挙
げ
た
。
城
・
和
・

泉
三
洲
の
木
挽
仲
間
が
大
工
頭
中
井
家
に
提
出
し
た
願
書
で
、
自
分
た
ち
は
「
農

間
の
職
人
」
で
あ
る
と
の
理
由
で
、
農
繁
期
を
念
頭
に
お
い
て
勤
役
期
間
に
つ
い

て
再
考
を
求
め
る
内
容
で
あ
る
。
同
じ
冊
の
後
ろ
に
収
め
ら
れ
て
い
る
願
書
類
で
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は
、
こ
の
史
料
と
同
じ
顔
ぶ
れ
を
含
む
差
出
に
「
六
ヶ
国
田
舎
木
挽
」
と
肩
書
が

つ
い
て
お
り
、
こ
の
史
料
の
中
に
お
い
て
も
、
彼
ら
と
「
京
地
并
大
坂
木
挽
」
が

分
け
て
扱
わ
れ
て
い
る
。

「
御
所
御
造
営
木
挽
仲
間
願
書
并
諸
記
録
」
は
全
冊
に
「
昭
和
六
十
年
七
月
八

日

徳
川
宗
敬
」
と
の
寄
贈
印
が
あ
り
、
東
京
大
学
農
学
部
で
林
政
史
の
非
常
勤

講
師
を
つ
と
め
た
徳
川
宗
敬
の
寄
贈
書
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
（
２８
）
。
な
お
こ
の
寄
贈

印
の
ほ
か
、
寄
贈
前
の
も
の
と
み
ら
れ
る
整
理
印
、「
徳
川
」
と
の
丸
印
も
押
さ

れ
て
い
る
。
安
政
度
の
御
所
造
営
に
際
し
て
木
挽
仲
間
が
作
成
し
大
工
頭
中
井
家

に
提
出
し
た
願
書
や
帳
面
の
写
し
か
ら
な
っ
て
お
り
、
安
政
度
造
営
に
お
け
る
木

挽
の
動
員
の
あ
り
方
を
具
体
的
に
示
す
興
味
深
い
史
料
群
で
あ
る
。

﹇
目
録
二
―
二

Ａ
―
六
九
﹈

（
端
裏
）「
延
享
五
辰
七
月
養
水
出
入
願
書
」

乍
恐
奉
願
口
上
書

一
、
下
鴨
郷
田
地
養
水
之
儀
者
、
賀
茂
川
筋
ニ
井
関
を
立
、
小
山
郷
下
鴨
郷

等
分
之
水
分
ケ
仕
候
而
、

御
所
様
御
用
常
水
之
儀
者
小
山
郷
よ
り

相
勤
申
、
此
外
五
郷
ハ
被
除
候
て
、
渇
水
之
節
者
六
郷
御
下
水
と
被
為

仰
出
、
上
賀
茂
支
配
被
致
、
是
迄
相
守
申
候
処
、
此
度
下
鴨
井
出
之

水
壱
分
通
り

御
用
常
水
ニ
下
ケ
候
様
被
為

仰
付
候
、
然
者
下
鴨
旱

損
之
場
所
御
座
候
処
、
右
之
通
ニ
相
成
候
而
者
弥
以
立
毛
旱
損
可
仕
哉

と
歎
ヶ
敷
奉
存
候
ニ
付
、
乍
恐
御
断
申
上
候
、
此
上
御
了
簡
も
御
座
候

者
、
何
と
そ
御
慈
悲
ニ
御
沙
汰
被
遊
被
下
候
様
奉
願
上
候
、
以
上

下
鴨
村
庄
屋

茂
右
衛
門
�

延
享
五
年
辰
七
月

安
田
武
蔵
様

﹇
目
録
二
―
二

Ａ
―
八
三
﹈

（
端
裏
）「
寛
延
辰
七
月
養
水
出
入
願
書
」

乍
恐
奉
願
口
上
書

一
、
先
達
而
御
願
申
上
候
下
鴨
田
地
養
水
之
内
壱
分
通
り

御
用

常
水
ニ

差
上
ケ
候
様
、
上
賀
茂
社
中
被
申
渡
候
ニ
付
、
奉
畏
候
得
共
、
郷
方
難

儀
仕
候
故
、

御
本
所
様
方
江
書
付
を
以
御
断
申
上
候
処
ニ
、

御
本

所
様
之
内
ニ

御
所
御
役
人
中
様
江
御
聞
合
被
下
候
処
、

御
役
人
中

様
よ
り
被

仰
出
候
儀
曽
而
無
之
候
段
被

仰
聞
被
下
候
ニ
付
、
賀
茂

社
中
之
心
得
ニ
而
被
申
候
儀
与
奉
存
、
右
之
様
子
社
中
江
相
届
ケ
候
得

者
、
了
簡
違
有
之
候
様
申
成
シ
、
壱
分
通
り
相
止
ミ
、
元
の
こ
と
く
水

わ
け
仕
、
相
済
申
候
処
、
又
当
十
一
日
賀
茂
社
中
へ
私
共
呼
寄
、
被
申

候
ハ
、
六
郷

御
用
水
者
蒙

御
赦
免
候
得
共
、

桜
町
御
所
様
ニ

御
田
有
之
候
得
者
、
川
筋
井
出
〃
〃
よ
り
少
〃
宛
心
得
之
水
下
り
候
様

被

仰
出
候
趣
被
申
渡
、
下
鴨
井
出
ニ
而
又
壱
分
通
之
分
水
被
引
、
迷

惑
仕
候
、
此
儀
相
伺
ひ
申
処
、

御
所
御
役
人
中
様
よ
り
被

仰
出

候
儀
与
ハ
不
存
候
得
共
、
賀
茂
社
中

御
上
江
御
奉
公
ニ
な
ぞ
ら
へ
、

前
ニ
存
知
立
之
壱
分
通
り
と
奉
推
察
候
、
此
節
段
〃
旱
水
ニ
而
、
下
鴨

田
地
殊
之
外
難
儀
仕
候
ニ
付
、
又
〃
御
願
申
上
候
、
右
之
段
被
為

聞

召
分
、
百
姓
共
相
歎
キ
難
儀
至
極
仕
候
、
御
憐
愍
を
以
右
心
得
之
水

御
赦
免
被

成
下
候
様
、
乍
恐

御
所
御
役
人
中
様
江
御
願
被
下
候
者

難
有
可
奉
存
候
、
以
上

下
鴨
村
庄
屋

茂
右
衛
門
�
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寛
延
元
年
辰
七
月

安
田
武
蔵
様

こ
の
二
点
は
い
ず
れ
も
「
非
蔵
人
安
田
家
他
京
都
近
郊
所
領
関
係
文
書
」
中
の

も
の
で
、
形
式
は
状
、
と
も
に
二
紙
が
貼
継
が
れ
て
い
る
。
Ａ
八
三
の
内
容
は
Ａ

六
九
の
提
出
と
そ
の
後
の
展
開
を
踏
ま
え
て
お
り
、
と
も
に
安
田
家
に
提
出
さ
れ

た
正
文
と
み
ら
れ
る
。
二
点
の
端
裏
は
同
筆
で
、
お
そ
ら
く
は
安
田
家
に
お
い
て

整
理
の
た
め
に
書
き
込
ま
れ
た
の
で
あ
ろ
う
。

文
中
の
「
六
郷
」
は
大
宮
郷
・
大
野
郷
・
小
山
郷
・
柊
野
郷
・
上
賀
茂
村
・
下

鴨
村
。「
御
所
」
は
禁
裏
御
所
。「
桜
町
御
所
」
は
仙
洞
御
所
（
２９
）
。
宛
所
の
安
田
武
蔵

は
安
田
親
教
（
３０
）
を
さ
す
。

内
容
的
に
は
、
御
所
へ
の
用
水
を
供
出
す
る
よ
う
に
と
の
領
主
賀
茂
社
の
指
図

に
関
し
て
そ
の
免
除
を
下
鴨
村
が
別
の
領
主
安
田
家
に
願
い
出
て
い
る
も
の
で
あ

り
、
こ
の
地
域
に
多
く
み
ら
れ
る
水
論
関
係
の
史
料
で
あ
る
が
、
水
は
け
の
悪
い

地
域
に
存
在
し
て
い
る
御
所
の
水
利
と
周
辺
農
村
の
関
係
が
う
か
が
わ
れ
、
上
賀

茂
社
が
用
水
に
関
し
て
指
図
を
す
る
（
３１
）
際
に
庭
園
に
田
を
も
つ
院
御
所
の
水
利
が
理

由
と
し
て
言
及
さ
れ
て
い
る
こ
と
、
さ
ら
に
下
鴨
村
側
の
領
主
の
一
人
に
過
ぎ
な

い
安
田
武
蔵
が
単
独
の
宛
所
と
な
っ
て
お
り
、
非
蔵
人
で
あ
る
彼
を
つ
う
じ
て
村

側
が
御
所
の
役
人
に
働
き
か
け
、
上
賀
茂
社
の
翻
意
を
促
す
に
至
る
よ
う
な
回
路

と
な
っ
て
い
る
こ
と
な
ど
が
注
目
さ
れ
る
。

な
お
目
録
二
―
二
で
挙
げ
た
中
で
ほ
か
に
水
論
と
御
所
に
関
連
す
る
も
の
と
し

て
、
宝
暦
年
間
に
小
山
郷
が
御
所
役
人
と
称
す
る
も
の
を
仕
立
て
、「
御
所
日

次
（
３２
）
」
を
論
拠
に
新
た
な
引
水
の
割
合
を
強
要
し
た
、
と
の
訴
え
に
関
連
す
る
史
料

三
点
が
あ
る
（
Ａ
三
三
、
Ａ
六
五
、
Ａ
七
九
）。

﹇
目
録
二
―
三

八
六
―
五
三
﹈

一
札

一
、
此
度
当
家
務
向
其
外
無
拠
要
用
之
儀
ニ
付
、
従

鷹
司
様
御
貸
附
銀

子
借
用
被
致
候
間
、
右
為
返
納
方
来
辰
十
月
よ
り
年
〃
五
月
・
十
月
毎
、

当
家
二
方
之
方
領
米
之
内
右
一
ヶ
度
ニ
弐
拾
石
宛
年
別
両
度
都
合
四
拾

石
、
右
御
貸
附
所
よ
り
断
被
申
出
候
迄
幾
年
ニ
而
茂
、
於
二
条

御
蔵

応
ニ
直
キ
ニ
相
渡
可
申
様
約
定
被
致
候
間
、
当
家
よ
り
御
米
請
取
印
形

持
参
之
者
如
何
体
之
儀
申
立
候
共
、
聊
無
御
弁
前
文
之
通
御
取
斗
被
成

下
度
候
、
尤
前
書
之
通
被
相
渡
候
共
、
務
向
之
差
支
ニ
者
決
而
相
成
不

申
候
間
、
此
段
御
頼
被
申
入
候
、
自
然
印
形
之
銘
〃
退
役
致
候
ハ
ヽ
、

後
役
之
者
江
申
次
、
聊
異
変
申
間
敷
候
、
為
後
日
御
頼
被
申
入
候
一
札

依
而
如
件

安
政
三
年
辰
六
月葉

室
殿

役
所
�宗

岡
式
部
大
丞
�

渡
部
民
部
�

山
口
左
衛
門
�

年
〃
御
方
領
米
請
取
方
催

御
両
家
御
役
中

前
文
之
通
相
違
無
之
候
、
尤
当
家
よ
り
御
米
請
取
印
形
持
参
之
者
理
不

尽
之
儀
申
立
候
節
者
、

鷹
司
様
御
貸
附
役
人
并
支
配
人
高
嶋
五
兵
衛

よ
り
此
一
札
を
以

御
両
家
御
役
■
■
（
虫
損
）
江
掛
合
被
申
候

ハ
ヽ
、
早
速
前
文
之
通
御
取
斗
御
渡
可
被
成
候
様
、
御
頼
被
申
入
候
、

為
念
奥
書
如
件
、
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（
裏
）「
表
書
之
通
相
違
無
之
候
者
也

葉
（
花
押
）」

「
京
阪
文
書
」
中
の
文
書
で
あ
る
。
や
や
虫
損
が
激
し
い
。
実
印
、
花
押
が
あ

り
、
正
文
と
み
ら
れ
る
。

文
中
の
「
方
領
米
」
は
当
主
以
外
で
御
所
の
番
を
つ
と
め
る
公
家
に
幕
府
か
ら

給
さ
れ
る
米
（
３３
）
。「
二
条
御
蔵
」
は
二
条
城
の
米
蔵
の
こ
と
で
あ
る
。

堂
上
公
家
の
葉
室
家
（
３４
）
が
、
方
領
米
に
よ
る
返
済
を
条
件
と
し
て
、
鷹
司
家
の

「
貸
付
所
」
か
ら
借
金
を
し
、
方
領
米
が
給
付
さ
れ
る
二
条
蔵
に
お
い
て
受
け
渡

し
が
滞
り
な
く
行
わ
れ
る
よ
う
、
受
取
の
差
配
担
当
（
３５
）
へ
依
頼
す
る
内
容
で
あ
る
。

奥
書
の
記
述
か
ら
、
実
際
に
は
鷹
司
家
貸
付
所
に
渡
さ
れ
た
文
書
で
あ
る
こ
と
が

わ
か
る
。
ま
た
同
じ
「
京
阪
文
書
」
八
六
輯
六
七
番
に
、
西
四
辻
家
・
四
辻
家
差

出
の
ほ
ぼ
同
文
面
の
文
書
が
あ
り
、
鷹
司
家
か
ら
堂
上
公
家
が
方
領
米
を
担
保
に

借
金
を
す
る
際
に
作
成
さ
れ
た
定
型
的
な
文
書
の
一
つ
で
あ
っ
た
と
み
ら
れ
る
。

方
領
米
の
受
取
書
類
を
も
つ
堂
上
公
家
の
家
臣
の
主
張
に
よ
ら
ず
貸
付
所
の
権

利
が
優
先
す
る
こ
と
が
強
調
さ
れ
て
お
り
、
二
条
城
の
蔵
に
お
い
て
米
の
引
渡
し

を
め
ぐ
っ
て
揉
め
事
が
し
ば
し
ば
起
こ
っ
た
こ
と
を
う
か
が
わ
せ
る
。

前
述
し
た
よ
う
に
「
京
阪
文
書
」
八
六
輯
の
後
半
は
ほ
と
ん
ど
全
点
が
鷹
司
家

名
目
金
貸
付
所
関
連
の
文
書
で
あ
り
、
た
と
え
ば
地
下
官
人
が
担
保
と
し
て
年
間

に
給
付
を
う
け
る
下
行
米
を
書
上
げ
、
同
役
の
地
下
官
人
が
保
証
人
と
な
っ
て
い

る
史
料
な
ど
も
存
在
す
る
（「
京
阪
文
書
」
八
六
輯
二
八
番
）。
摂
家
と
朝
廷
構
成

員
の
間
に
経
済
的
に
も
深
い
つ
な
が
り
が
存
在
し
た
こ
と
を
う
か
が
わ
せ
る
、
興

味
深
い
史
料
群
で
あ
る
と
い
え
る
。

注（
２８
）
東
京
大
学
付
属
図
書
館
整
理
課
編
『
水
戸
徳
川
家
林
制
資
料
目
録
』（
同
館
、

一
九
八
六
）「
ま
え
が
き
」。
当
該
史
料
は
三
七
頁
に
所
載
。

（
２９
）
こ
の
年
の
桜
町
院
の
譲
位
に
と
も
な
い
開
設
さ
れ
た
仙
洞
御
所
。
文
中
に

あ
る
田
は
現
在
は
「
御
田
跡
」
と
称
さ
れ
て
い
る
。

（
３０
）
こ
の
と
き
は
禁
裏
の
非
蔵
人
で
あ
っ
た
と
み
ら
れ
る
（
史
料
編
纂
所
蔵

「
兼
胤
記
」
議
奏
御
用
部
、
延
享
四
年
三
月
二
九
日
条
）

（
３１
）
上
賀
茂
社
に
よ
る
賀
茂
川
の
水
支
配
に
つ
い
て
は
、
橋
本
政
宣
「
賀
茂
別

雷
神
社
と
賀
茂
川
」（
大
山
喬
平
監
修
、
石
川
登
志
雄
他
篇
『
上
賀
茂
の
も

り
・
や
し
ろ
・
ま
つ
り
』、
恩
文
閣
、
二
〇
〇
六
）
に
詳
し
い
。

（
３２
）
執
次
詰
所
日
記
、
番
衆
所
日
記
と
い
っ
た
御
所
の
公
日
記
を
指
す
の
で
あ

ろ
う
。

（
３３
）
詳
細
は
上
野
秀
治
「
近
世
堂
上
の
方
領
に
つ
い
て
」（『
日
本
歴
史
』
四
六

七
、
一
九
八
七
）
参
照
。

（
３４
）
勧
修
寺
流
の
旧
家
、
名
家
。
家
領
一
八
三
石
。
当
時
の
当
主
は
正
二
位
前

権
大
納
言
顕
孝
（
六
一
才
）。

（
３５
）
武
家
伝
奏
両
名
の
家
中
と
思
わ
れ
る
。
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（
凡
例
）

・
目
録
一
、
二
―
一
、
二
―
三
は
筆
者
が
作
成
し
た
。
目
録
二
―
二
は
、
東
京
大

学
日
本
史
学
研
究
室
「
近
世
文
書
を
読
む
会
」
が
作
成
し
た
史
料
細
胞
現
状
記

録
を
筆
者
が
校
訂
・
入
力
し
た
も
の
で
あ
る
。

・
各
目
録
の
収
録
範
囲
は
下
記
の
通
り
で
あ
る
。

目
録
一

…
東
京
大
学
総
合
図
書
館
書
庫

目
録
二
―
一
…
東
京
大
学
法
学
部
法
制
史
資
料
室
・
カ
ー
ド
目
録
所
蔵
分

目
録
二
―
二
…
東
京
大
学
法
学
部
法
制
史
資
料
室
「
非
蔵
人
安
田
家
他
京
都

近
郊
所
領
関
係
文
書
」
な
ど
、「
近
世
文
書
を
読
む
会
」
調

査
分

目
録
二
―
三
…
法
学
部
法
制
史
資
料
室
「
京
阪
文
書
」

・
目
録
一
、
二
―
一
、
二
―
三
で
用
い
た
史
料
番
号
は
、
各
収
蔵
機
関
で
付
さ
れ

て
い
る
番
号
で
あ
る
。
目
録
二
―
二
の
番
号
は
、「
近
世
文
書
を
読
む
会
」
が

現
状
記
録
調
査
に
際
し
付
し
た
番
号
で
あ
る
。

・「
表
題
」
欄
は
、
東
京
大
学
に
お
い
て
既
に
登
録
さ
れ
た
資
料
名
が
存
在
す
る

場
合
（
主
に
冊
子
体
）
に
は
こ
れ
を
示
し
、
そ
の
中
で
の
注
記
事
項
は
〈

〉

で
採
録
し
、
原
史
料
の
表
題
と
注
目
す
べ
き
相
違
が
認
め
ら
れ
る
場
合
に
は

「
備
考
」
欄
に
註
記
し
た
。
登
録
さ
れ
た
資
料
名
が
存
在
し
な
い
場
合
（
主
に

文
書
類
）
に
は
、
原
則
と
し
て
原
史
料
の
表
記
通
り
と
し
、
表
題
を
欠
く
も
の

に
つ
い
て
は
〔

〕
内
に
形
態
・
内
容
に
よ
る
〔
表
題
〕
を
示
し
、
適
宜

「

」
で
書
出
し
を
補
っ
た
。
ま
た
表
題
の
み
で
は
内
容
が
ま
っ
た
く
不
明
で

あ
る
場
合
は
、（

）
で
内
容
の
メ
モ
を
記
し
た
。

・「
形
態
」
欄
に
は
、
竪
（
冊
）、
横
（
冊
）、
状
、
鋪
な
ど
の
概
要
を
記
し
た
。

特
に
注
意
が
必
要
な
場
合
に
は
「
備
考
」
欄
に
註
記
し
た
。

・「
年
代
」
欄
に
は
原
則
と
し
て
作
成
年
代
を
示
し
、
書
写
・
校
訂
な
ど
の
年
代

は
そ
の
旨
を
（

）
で
補
記
し
て
示
し
た
。

・「
作
成
」
欄
は
史
料
の
作
成
者
・
差
出
人
を
示
し
、
宛
所
は
「
↓
」
の
下
に
記

し
た
。
ま
た
書
写
者
な
ど
に
つ
い
て
は
そ
の
旨
を
（

）
で
補
記
し
て
示
し
た
。

・
判
読
不
明
箇
所
は
﹇

﹈
で
、
推
定
部
分
は
（
カ
）
で
示
し
た
。

・
目
録
一
で
、
複
数
の
史
料
を
合
冊
し
て
製
本
し
て
あ
る
場
合
に
は
１
冊
（
４
冊

合
冊
）
の
よ
う
に
示
し
た
。

・
目
録
二
―
三
で
、
一
紙
に
複
数
の
文
書
が
写
さ
れ
て
い
る
場
合
に
は
、
各
々
に

枝
番
を
付
し
て
別
行
と
し
て
採
録
し
、「
備
考
」
欄
に
そ
の
旨
を
注
記
し
て
、

枝
番
２
以
降
の
数
量
欄
を
空
白
と
し
た
。

・
目
録
一
に
は
特
に
「
蔵
書
印
」
欄
を
設
け
た
。
略
表
記
の
示
す
印
記
は
下
記
の

と
お
り
で
あ
る
。（
以
下
音
読
五
十
音
順
）

阿
：
「
阿
波
国
文
庫
」（
徳
島
藩
蜂
須
賀
家
）

引
：
「
引
馬
文
庫
」

温
：
「
温
故
堂
文
庫
」（
和
学
講
談
所
）

花
：
「
花
迺
家
文
庫
」（
堀
直
格
）

海
：
「
海
保
先
生
直
所
書
録
」（
海
保
青
陵
）

外
贈
：
寄
贈
印
、
外
山
高
一
氏
（
帝
大
図
書
館
）

塙
：
「
塙
忠
宝
図
書
印
」（
塙
忠
宝
）

敢
：
「
不
敢
許
出
家
門
」

堀
：
「
堀
田
文
庫
」（
堀
田
正
敦
）

結
：
「
結
城
家
蔵
」

兼
：
「
兼
山
堂
」

古
：
「
古
本
斎
」

公
：
「
公
事
」（
勾
玉
形
）

好
：
「
好
問
堂
」（
山
崎
美
成
）
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山
：
「
山
名
氏
蔵
書
」

只
：
「
只
誠
蔵
」（
関
根
只
誠
）

昭
：
「
昭
�
」（
阿
波
藩
医
加
川
元
厚
カ
）

松
贈
：
寄
贈
印
、
松
平
直
亮
氏
（
帝
大
図
書
館
）

新
：
「
新
宮
城
所
蔵
」（
水
野
忠
央
）

青
：
「
青
洲
文
庫
」（
渡
辺
信
）

足
：
「
足
利
文
庫
」

調
：
調
査
印
、
大
木
文
庫
蔵
書
（
明
治
三
一
）

田
贈
：
寄
贈
印
、
田
中
美
津
夫
氏
（
帝
大
図
書
館
）

渡
下
：
「
下
埜
国
渡
部
氏
蔵
書
印
」（
渡
部
邁
）

渡
贈
：
寄
贈
印
、
渡
部
信
氏
（
帝
大
図
書
館
）

渡
珍
：
「
渡
部
文
庫
珍
蔵
書
印
」（
渡
部
信
、
舟
形
）

渡
文
：
「
渡
部
文
庫
」（
渡
部
信
）

藤
：
「
藤
垣
内
印
」（
本
居
大
平
）

東
学
：
「
東
京
大
学
法
理
文
学
部
書
庫
所
蔵
」

東
丸
：
「
東
京
帝
国
大
学
図
書
印
」（
丸
形
）

東
図
：
「
東
京
大
学
図
書
館
」

東
大
：
「
東
京
帝
国
大
学
図
書
印
」（
方
形
、
大
）

東
長
：
「
東
京
帝
国
大
学
図
書
」（
長
方
形
）

東
附
：
「
東
京
帝
国
大
学
附
属
図
書
館
」

徳
：
徳
川
（
徳
川
宗
敬
）

徳
贈
：
寄
贈
印
、
徳
川
宗
敬
氏
（
帝
大
図
書
館
）

内
：
「
内
藤
家
蔵
」

南
：
「
南
葵
文
庫
」

南
旧
：
「
旧
和
歌
山
徳
川
氏
蔵
」（
南
葵
文
庫
）

南
購
：
購
入
印
（
南
葵
文
庫
）

南
高
：
寄
贈
印
、
高
橋
渡
氏
（
南
葵
文
庫
）

南
三
：
寄
贈
印
、
三
浦
安
氏
（
南
葵
文
庫
）

南
山
：
寄
贈
印
、
山
井
良
氏
（
南
葵
文
庫
）

日
：
「
日
記
」（
丸
形
）

忍
：
「
不
忍
文
庫
」（
屋
代
弘
賢
）

坂
：
「
坂
田
文
庫
」（
坂
田
諸
遠
）

阪
：
「
阪
田
文
庫
」（
坂
田
諸
遠
）

福
：
「
福
田
文
庫
」（
福
田
敬
同
）

平
：
「
平
氏
文
庫
」

墨
：
「
墨
阪
十
一
代
主
写
蔵
記
」（
堀
直
格
）

本
：
「
本
居
蔵
書
」（
本
居
内
遠
）

矢
：
「
矢
島
文
庫
」

有
：
「
有
住
文
庫
」

陽
：
「
陽
春
盧
記
」（
小
中
村
清
矩
）

和
：
「
和
学
講
談
所
」

217



目
録
一
（
総
合
図
書
館
）

備
考

原
史
料
表
紙
に
「
冨
士
屋
所
蔵
」

と
あ
り
／
奥
書
に
所
司
代
戸
田
寛

忠
の
所
望
に
よ
り
記
す
と
あ
り

原
史
料
表
紙
に
朱
書
「
松
岡
辰
方

旧
蔵
本
」

原
史
料
表
紙
に
「
校
正
本
」
と
朱

筆
あ
り

刷
物

数
量

１
冊

１
冊

１
冊

１
冊

１
冊

１
冊

１
冊

１
冊

１
冊

１
冊

１
冊

１
冊

１
冊

１
冊

１
冊

形
態

竪竪竪竪竪竪竪竪竪竪竪竪竪竪竪

蔵
書
印

東
大
、
渡
贈
、
渡
珍

東
大
、
青

東
大
、
渡
贈

東
大
、
渡
贈
、
渡
珍

東
大
、
渡
贈
、
渡
珍

東
大
、
渡
贈

東
大
、
渡
珍
、
不
明
１

（
銀
杏
葉
形
）

東
大
、
渡
贈
、
渡
珍

東
大
、
渡
贈
、
渡
珍
、
阿

東
大
、
南
、
陽
、
温
、
内

東
大
、
南
、
陽
、
不
明
１

東
大
、
南
、
陽
、
和
、
塙

東
大
、
南
、
陽
、
和
、
内
、

不
明
１
（
瓢
箪
形
）

東
大
、
南
、
陽
、
和
、
温

東
大
、
南
、
陽
、

作
成

〈
御
附
水
原
氏
〉
摂

津
守
源
保
明

（
高
家
カ
）

左
僕
射
基
熈
（
書

写
）

後
陽
成
天
皇
／
梅
庵

由
巳
・
法
印
長
謂

（
清
書
）

源
正
邦
（
書
写
）

吉
田
理
喬

権
中
納
言
藤
原
（
花

押
）

年
代

天
明
６
年
４
月

天
和
（
書
写
）

天
正
１６
年
５
月

寛
政
７
年
（
書
写
）

元
文
３
年

文
化
１３
年
４
月
２
日

享
保
１７
年
４
月
七
日

表
題

禁
中
恒
例
年
中
行
事

当
家
折
紙
目
録
秘
書

全

〈
慶
応
三
年
正
月
九
日
〉
践
祚
次
第

後
水
尾
院
年
中
行
事

聚
楽
行
幸
記

〈
後
水
尾
院
制
作
〉
御
う
ふ
や
已
下
の
次
第

禁
裏
御
造
営
記

全

御
遷
幸
御
行
粧
絵
図

大
嘗
会
月
猿
記

全

〈
文
化
十
三
年
丙
子
夏
〉
御
転
任
御
兼
任
次
第

全

〈
鷹
司
左
大
臣
房
輔
公
〉
摂
政
宣
下
次
第

全

〈
享
保
十
七
年
壬
子
年
四
月
七
日
〉曲
水
宴
詩
歌
并
私
記

全

禁
中
略
年
中
行
事

全

〈
正
親
町
院
・
後
陽
成
院
〉御
即
位
略
次
第
并
具
物
之
事

全

〈
女
御
〉
夙
子
准
后
宣
下
一
会

全

番
号

３３４０

１４６

１５５

１５７

１７４

１８３

３１９

３２１

３３５

３４３

３４４

３６７

３７５

３７６

G２６

G２６

G２６

G２６

G２６

G２６

G２６

G２６

G２６

G２６

G２６

G２６

G２６

G２６

G２６
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備
考

原
史
料
表
紙
朱
加
筆「
叢
花
録
八
」

原
史
料
外
題
「
伝
奏
次
第
・
将
軍

宣
下
宣
旨
次
第
・
宣
旨
御
位
記
」

数
量

１
冊

１
冊

１
秩（
１
冊
）

１
冊

１
冊

１
冊
（
３
冊

合
冊
）

１
冊

１
秩（
１
冊
）

１
秩（
１
冊
）

１
秩（
１
冊
）

１
秩（
１
冊
）

１
冊

１
冊

１
冊

１
冊

１
冊

１
冊

形
態

竪竪鋪竪竪竪竪竪竪竪竪竪竪竪竪竪竪

蔵
書
印

東
大
、
南
、
陽
、
温
、
結

東
大
、
南
、
陽
、
温

東
大
、
南
、
南
旧

東
大
、
南
、
南
購

東
大
、
南
、
南
購
、
不
明

１東
大
、
南
、
南
購
、
坂

東
大
、
南
、
陽
、

東
大
、
南
、
陽
、
内

東
大
、
南
、
陽
、

東
大
、
南
、
陽
、

東
大
、
南
、
陽
、
不
明
７

東
大
、
南
、
南
購
、
堀

東
大
、
南
、
南
購
、
坂
、

阪東
大
、
南
、
南
購
、
阪

東
大
、
南
、
南
購
、
坂

東
大
、
南
、
南
購
、
坂
、

阪東
大
、
南
、
南
購

作
成

結
城
／
丹
波
守
藤
原

秀
雅
（
書
写
）

羽
倉
在
満
（
草
稿
）

／
彦
麻
呂
（
書
写
）

源
宜
謙

摂
政
（
作
進
、
二
条

康
道
）

関
白
（
作
進
）

平
（
花
押
）

年
代

文
政
１２
年
８
月
５
日

（
書
写
）

寛
政
３

文
久
２
年

文
久
３
年

文
政
５
年
２
月
６
日

文
政
８
年
１０
月
２３
日

寛
永
２０
年
９
月
２７
日

宝
永
５
年
２
月

文
化
８
年
３
月

８
月
２２
日
（
仰
出
）

表
題

〈
文
政
七
年
〉
任
大
臣
小
除
目
任
人
交
名
・
任
大
臣
宣
下
小

除
目
次
第

全

〈
嘉
永
五
年
〉
女
一
宮
親
王
宣
下
一
会

全

禁
中
図
（
寛
政
度
カ
）

大
嘗
会
図
式

寛
政
遷
幸
大
礼
記

御
上
洛
記

賀
茂
下
上
社
行
幸
列

御
転
任
御
任
槐
位
宣

修
学
院
行
幸
供
奉
色
目

親
王
御
元
服
次
第

将
軍
宣
下
并
寺
社
年
頭
式

中
御
門
天
皇
立
太
子
次
第
・
東
山
天
皇
后
立
后
次
第

禁
裏
附
百
ヶ
条

〈
文
化
八
年
〉
東
宮
御
元
服
式
（
仁
孝
天
皇
）

豊
明
節
会
式

伝
奏
次
第

他
二
部

御
転
任
次
第

番
号

３７７

３７８

３９４

３９９

４０４

４０６

４３９

４８３

４８５

４８６

４８８

６９６

６９９

７１０

７２２

７２５

７９２

G２６

G２６

G２６

G２６

G２６

G２６

G２６

G２６

G２６

G２６

G２６

G２６

G２６

G２６

G２６

G２６

G２６
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備
考

G２６
－
３３
を
見
よ

数
量

１
冊

１
冊

１
冊

１
冊

１
秩（
１
冊
）

１
冊

１
冊

１
秩（
１
枚
）

１
秩（
１
枚
）

１
秩（
１
枚
）

１
秩（
１
枚
）

１
秩（
１
冊
）

１
秩（
１
枚
）

１
秩（
１
枚
）

１
秩（
１
枚
）

１
秩（
１
枚
）

形
態

竪竪竪竪竪竪竪鋪鋪鋪鋪竪鋪鋪鋪鋪

蔵
書
印

東
大
、
南
、
南
購
、
阪

東
大
、
南
、
南
購

東
大
、
南
、
南
購
、
坂
、

引
、
公
、
日

東
大
、
南
、
山
、
調
、
不

明
１

東
大
、
南
、
南
購

東
大
、
南
、
南
旧

東
大
、
南
、
南
三

東
大
、
東
長
「
４
」

東
大
、
東
長
「
２
」

東
長
「
５
」、
東
丸

東
長
「
１０
」、
東
丸

東
大
、
東
長
「
２３
」

東
長
「
１７
」、
東
丸

東
長
「
２４
」、
東
丸

東
長
「
２１
」、
東
丸

東
長
「
１４
」、
東
丸

作
成

〈
内
御
附
水
原
氏
〉

摂
津
守
源
保
明
／
坂

田
諸
遠
（
書
写
）

左
僕
射
基
熈
（
書

写
）
／
伊
木
常
典

（
書
写
）

神
祇
道
学
頭
平
興
胤

／
伊
勢
平
貞
丈
（
書

写
）
／
大
橋
家
蔵

（
書
写
）

年
代

天
明
６
年
６
月
／
弘

化
２
年
１１
月
１４
日

（
書
写
）

天
和
元
（
書
写
）
／

寛
政
元
年
３
月
６
日

（
書
写
）

宝
永
７
年
１１
月
／
元

文
２
年
４
月
２１
日

（
書
写
）
／
嘉
永
７

年
５
月
（
書
写
）

寛
保
元
年
８
月

寛
永
３
年
９
月

元
文
３
年
９
月
２
日

天
明
７
年
１１
月
５
日

表
題

禁
中
恒
例
年
中
行
事

年
中
御
下
行
記

後
水
尾
院
年
中
行
事

寛
政
御
造
営
図
記

中
御
門
天
皇

御
即
位
見
分
私
記

御
転
任
御
兼
任
御
元
服
御
官
位
之
記

〈
後
水
尾
天
皇
〉
二
条
行
幸
御
行
列
略
記

明
和
元
年
大
嘗
会
辰
己
日
節
会
図

元
文
三
年
大
嘗
会
木
造
始
図

明
和
元
年
十
一
月
八
日
大
嘗
祭
之
式

全

嘉
永
度
大
嘗
宮

宝
暦
１３
年
改
御
即
位
御
道
具
寸
法
覚

嘉
永
度
節
会

全

（
天
明
七
年
）
大
嘗
会
三
社
奉
幣
神
祇
図

御
即
位
万
歳
本
紙
之
図

元
文
三
年
神
殿
之
図
（
悠
紀
殿
・
主
基
殿
）

番
号

８０９

８１５

８１６

８７７

９２６

９２９

９３３

９７８

９７９

９８０

９８１

９８２

９８３

９８４

９８５

９８６

G２６

G２６

G２６

G２６

G２６

G２６

G２６

G２６

G２６

G２６

G２６

G２６

G２６

G２６

G２６

G２６
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備
考

写原
史
料
題
「
大
嘗
会
庭
上
図
」

文
政
１１
年
京
都
地
震
記
を
含
む

切
紙
を
綴
じ
て
あ
る

数
量

１
秩（
１
枚
）

１
秩（
１
枚
）

１
秩（
４
枚
）

１
秩（
１
枚
）

１
秩（
１
枚
）

１
秩（
６
枚
）

１
秩（
１
枚
）

１
秩（
１
枚
）

１
秩（
１
枚
）

１
秩（
１
枚
）

１
冊

１
冊

１
冊

１
冊

１
秩（
２
冊
）

１
冊

１
冊

形
態

鋪鋪
（
包

紙
入
）

鋪
（
包

紙
入
）

鋪鋪鋪
（
包

紙
入
）

鋪
（
包

紙
入
）

鋪鋪
（
包

紙
入
）

鋪竪竪竪冊横竪竪

蔵
書
印

東
長
「
８
」、
東
丸

東
長
「
１１
」、
東
丸

東
長
「
３
」、
東
丸

東
長
「
２５
」、
東
丸

東
大
、
東
長
「
３０
」

東
長
「
１
」、
東
丸

東
長
「
１８
」、
東
丸

東
大
、
東
長
「
１５
」

東
大
、
東
長
「
９
」、
東

丸東
長
「
２７
」、
東
丸

東
大
、
矢
、
不
明
１

東
大
、
田
贈
、
敢
、
平

東
大
、
渡
珍
、
渡
贈
、
好

東
大
、
渡
贈
、
東
長

東
大
、
渡
贈
、
東
長

東
大
、
温
、
和
、
渡
珍
、

渡
贈

東
大
、
渡
贈

作
成

循
古

平
野
社
家
→
庭
田
頭

中
将

年
代

（
年
代
不
明
）

元
文
３
年
（
書
写
）

寛
延
元
年
１１
月
１７
日

（
年
代
不
明
）

元
和
９

慶
応
４
年
３
月

表
題

御
即
位
図

全

御
即
位
之
図

全

貞
享
年
中
諸
図
（
平
面
図
：
荒
見
川
祓
・
国
群
卜
定
・
奉

幣
・
大
嘗
宮
殿
）

元
文
三
年
洛
西
葛
野
郡
紙
屋
川
筋
高
橋
辺
図

全

御
即
位
図

貞
享
四
年
大
嘗
会
図

全
（
荒
見
川
祓
・
国
群
卜
定
・
大

嘗
宮
殿
ほ
か
）

＜
天
明
七
年
＞
大
嘗
会
鋪
設
之
図

大
嘗
会
図

寛
延
元
年

全

御
即
位
図

＜
官
庁
＞

全

御
即
位
之
図

＜
寛
永
二
十
年
十
月
二
十
一
日
＞

全

皇
一
件
並
薩
長
外
夷
炮
戦

全

蘭
窗
新
聞

全
（
聞
書
集
）

＜
元
和
亥
年
＞
上
洛
行
列
記

全

備
忘

万
延
元
年
八
月
ヨ
リ

諸
留
＜
弘
化
二
年
五
月
一
日
ヨ
リ
＞

＜
承
応
二
年
＞
中
御
門
大
納
言
宣
順
卿
記

全

＜
慶
応
四
年
三
月
廿
一
日
＞
御
親
征
行
幸
侍
中
雑
誌

全

番
号

９８７

９８８

９８９

９９０

９９２

９９３

９９４

９９５

９９７

９９８２３６２６６

１４１

１４４

１６５

１６６

G２６

G２６

G２６

G２６

G２６

G２６

G２６

G２６

G２６

G２６

G２７

G２７

G２７

G２７

G２７

G２７

G２７
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備
考

か
な
書

原
本
目
録
題
「
文
久
新
聞
志
」

乾
・
坤

第
一
～
第
一
二

か
な
書
／
奥
書
に
８４
才
と
あ
り
／

所
司
代
か
？

数
量

１
冊

１
冊

１
冊

１
秩（
１
冊
）

１
冊

１
冊

１
冊

１
冊

１
冊

１
冊

２
冊
（
４
冊

合
冊
）

１
冊

１
秩（
２
冊
）

１
冊

１
冊

１
冊
（
２
冊

合
冊
）

１
冊

形
態

竪竪竪横竪竪竪竪竪竪竪竪竪竪竪竪竪

蔵
書
印

東
大
、
渡
珍

東
大
、
南
、
陽
、

東
大
、
渡
贈

東
大
、
渡
贈

東
大
、
渡
贈
、
渡
下

東
大
、

東
大
、
渡
下

東
大
、
南
、
陽
、

東
大
、
南
、
陽
、
本
、
藤

東
大
、

東
大
、
南
、
南
購

東
大
、
南
、
陽
、
新

東
大
、
南
、
陽
、
不
明
１

東
大
、
南
、
陽
、
忍
、
阿

東
大
、
南
、
陽
、
福

東
大
、
南
、
陽
、
和

作
成

二
条
康
道

山
崎
員
成

保
井
春
海
門
人
某

太
田
和
泉
守
／
塙
保

己
一
（
書
写
）

年
代

寛
永
２
年
／
安
永
９

年
６
月
（
書
写
）

慶
安
４
年

慶
応
４
年
７
～
１２
月

文
久
２
年
５
月

文
久
４
年
１
月
／
元

治
元
（
書
写
）

安
政
５
年
１
月

延
宝
６
年

１
月
１
日
～
臘
月
晦

日文
久
３
年
１
～
９
月

享
保
７
年
１
月

寛
永
２０
年

元
禄
甲
申
３
月

慶
長
１０
年
～
慶
長
２０

年慶
長
１５
年
２
月
２
日

／
寛

政
８
年
２
月

（
書
写
）

表
題

両
将
軍
家
御
上
洛
之
次
第

後
光
明
天
皇
慶
安
四
年
朝
覲
行
幸
記

廻
文
留
＜
冷
泉
家
＞

全

＜
封
付
＞
廻
文
留

全

五
月
十
一
日
議
奏
衆
よ
り
番
頭
を
以
及
御
沙
汰
候
条
文

宸
翰
写

＜
安
政
五
年
＞
各
公
卿
建
白
書

延
宝
六
年
日
記

全

禁
中
様
日
記

全

文
久
三
癸
亥
年
雑
書
＜
一
月
－
九
月
＞

文
久
三
新
聞
集
初
編
・
弐
編

関
白
宣
下
記

全

寛
永
記

全
（
親
王
元
服
～
譲
位
別
記
）

燃
犀
逸
史

全

新
盧
面
命

慶
長
日
記

全

太
田
和
泉
守
覚
書

全

番
号

１７５

２６５

２７０

２７１

２８３

２８５

２８８

２９６

３０６

３０９

３１１

３１３

３１４

３１７

３２０

３２７

３３０

G２７

G２７

G２７

G２７

G２７

G２７

G２７

G２７

G２７

G２７

G２７

G２７

G２７

G２７

G２７

G２７

G２７
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備
考

原
本
外
題
「
＜
寛
永
＞
御
上
洛
記

・
御
参
内
記
」

奥
に
「
和
田
直
重
蔵
書
」
と
あ
り

／
御
所
関
係
を
含
む

原
本
外
題
「
＜
明
和
・
安
永
・
天

明
・
寛
政
＞
諸
勤
控
」
／
秋
月
藩

写
本

原
史
料
内
題
「
天
明
炎
上
記
文
」

原
史
料
内
題
「
＜
寛
永
年
中
＞
二

条
行
幸
記
」
／
末
尾
に
寛
永
三
年

九
月
七
日
歌
会
歌
集
を
付
記

数
量

１
冊

１
冊

１
冊

１
秩（
１
枚
）

１
冊

１
冊

１
冊

１
秩（
１
冊
）

１
冊

１
冊

１
冊

１
冊

１
秩（
２
冊
）

形
態

竪竪竪鋪竪竪竪竪竪竪竪竪竪

蔵
書
印

東
大
、
南
、
陽
、
温

東
大
、
南
、
陽
、
花
、
墨

東
大
、
足
、
只
、
古

東
大
、
松
贈

東
大
、
南
、
陽
、

東
大
、
南
、
南
購

東
大
、
南
、
不
明
１
、
南

購東
大
、
南
、
坂
、
兼
、
南

購
、
不
明
２

東
大
、
南
、
南
購

東
大
、
南
、
陽
、
福
、
昭
、

不
明
１

東
大
、
南
、
陽
、
不
明
２

東
大
、
南
、
有
、
南
山

東
大
、
東
図
、
東
学
、
不

明
１

作
成

道
春
（
参
内
記
草

案
）

縫
殿
頭
大
伴
積
興
／

孟
卿
斎
養
之（
書
写
）

民
部
卿
法
印
林
道
春

（
伝
）

太
平
堂
（
書
写
）

町
尻
三
位
量
原
卿

勝
膳
（
付
録
記
者
）

年
代

寛
永
１１
年

文
政
元
～
３
年

文
化
１４
年
９
月

正
保
２
年
卯
月
２３
日

／
承
応
４
年
３
月
２２

日
（
書
写
）

寛
政
１０
（
書
写
）
／

文
化
１４
（
書
写
）
／

文
化
１５
（
書
写
）

寛
永
２
年
／
安
政
２

年
（
書
写
）

元
和
２
・
４
年

表
題

豊
国
大
明
神
臨
時
御
祭
礼
記
録

全

御
上
洛
記

全

珍
話
集
録
書
＜
文
政
度
五
冊
之
内
一
＞

御
大
礼
図

外
記
日
記
類
標

陸
士
旧
記

正
保
記
（
徳
川
家
綱
元
服
等
別
記
）

宝
永
年
間
諸
覚

全

二
条
御
城
書
留

天
明
炎
上
之
記

小
夜
の
聞
書

＜
後
水
尾
天
皇
＞
二
条
行
幸
記

愚
記

元
和
二
、
四
年
＜
梵
舜
記
＞

番
号

３３１

３３２

３４０

３６０

３８１

３８５

３９４

４３３

４５５

４８７

４８８

６９２

７３４

G２７

G２７

G２７

G２７

G２７

G２７

G２７

G２７

G２７

G２７

G２７

G２７

G２７
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備
考

夏
秋
冬

原
史
料
表
紙
に
各
「
日
記
」「
廻

文
扣
・
番
頭
触
扣
」
と
あ
り

上
下
／
原
史
料
下
巻
内
題
「
御
造

営
記
」

切
紙
四
折

原
史
料
内
題
「
白
川
候
御
書
付

写
」

別
置
棚
に
あ
り

数
量

７
冊

１
秩（
３
冊
）

１
冊
（
２
冊

合
冊
）

１
冊
（
２
冊

合
冊
）

１
秩（
１
冊
）

１
冊

１
秩（
３
枚
）

１
冊

１
秩（
１
枚
）

１
冊

１
秩（
１
冊
）

１
秩（
１
冊
）

２
冊（
１１
冊
）

１
秩（
５
冊
）

１
秩（
３０
冊
）

１
秩（
１
枚
）

１
秩（
１
冊
）

形
態

竪竪竪竪竪竪状竪状竪竪竪竪竪竪鋪折
本

蔵
書
印

東
大
、
南
、

東
大
、
東
図

東
大
、
東
図

東
大
、
東
附

東
大
、
不
明
１

東
大
、
南
、
海
、
不
明
１

東
大
、
南
、
不
明
１

東
大
、
南
、
不
明
１

東
大
、
南
、
高
橋
、
南
高

東
大
、
不
明
１
（
抹
消
）

東
大
、
不
明
１

東
大
、
外
贈
、
不
明
１

東
大
、
外
贈

東
大
、
外
贈

東
大
、
徳
贈
、
徳

東
大
、
松
贈
、
東
長

東
大
、
南
、
坂
、
南
購

作
成

若
王
子
殿
役
所

正
三
位
太
宰
大
弐
藤

原柴
邦
彦
／
秋
里
籬
島

（
書
写
）

源
元
起
薫
林
（
書

写
）

景
保

年
代

安
政
３
年
４
－
１２
月

安
政
３
年

寛
政
２
年
８
月
／
文

化
８
年
（
書
写
）

文
久
２
年
閏
８
月

（
書
写
）

天
保
１２
年
２
月
１７
日

寛
文
～
元
禄

元
和
～
寛
永

天
明
・
寛
政

安
政
５
年
／
慶
応
３

（
補
写
）

表
題

京
都
騒
動
後
新
聞

慶
応
四
年

安
政
三
丙
辰
日
記

全

町
尻
日
記

安
政
三

茂
々
志
幾

都
ふ
み

＜
孝
明
天
皇
＞
今
上
皇
帝
聖
諭
及
付
録

散
状

記
聞
（
明
治
維
新
）

徳
川
家
斉
薨
去
之
時
宣
命

京
町
奉
行
所
書
留

駿
府
へ
勅
使
次
第

そ
の
他

天
明
以
後
御
書
付
留

文
久
新
聞
志

深
秘
街
説

御
所
造
営
木
挽
仲
間
願
書
并
諸
記
録

禁
中
色
分
絵
図

全

山
陵
図

番
号

７４３

７５３

７５４

７５９

７７２

７７７

７７８

７８７

７９１

８０３

８０９

８２６

８２７

８４０

１２９９１６２７

G２７

G２７

G２７

G２７

G２７

G２７

G２７

G２７

G２７

G２７

G２７

G２７

G２７

G２７

G２７

G２８

G２８
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備
考

原
史
料
内
題
「
尊
号
議
」

数
量

１
冊

１
秩（
１
冊
）

１
秩（
１
冊
）

１
冊

１
冊

形
態

竪竪竪竪竪

蔵
書
印

東
大
、
南
購

東
大
、
南
、
阪
、
南
購

東
大
、
南
、
南
購
、
不
明

１東
大
、
南
、

東
大
、
南
、
南
購

作
成

虚
説
／
桂
花
堂
（
書

写
）

金
子
氏
（
書
写
）

年
代

寛
政
１３
（
書
写
）

文
政
１０
（
書
写
）
／

天
保
２
（
書
写
）
／

天
保
３
（
書
写
）
／

弘
化
３
年
４
月
３
日

（
書
写
）

天
徳
～
明
和

安
政
３
年
５
月
（
書

写
）

表
題

小
夜
聞
書

尊
号
廷
議

内
裏
炎
上
年
代
記

中
山
亜
相
東
下
記

寛
永
行
幸
記

全

番
号

４３１

５６２

５６３

５６７

６１２

G２９

G２９

G２９

G２９

G２９
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目
録
二
－
一
（
法
学
部
法
制
史
資
料
室
・
カ
ー
ド
目
録
存
在
分
）

備
考

版
本

題
箋「
但
長
屋
居
小
屋
ニ
相
成
候
節
之
振
合
」

版
本

版
本

版
本

版
本

版
本

版
本

版
本

数
量

２２
冊（
１１
部
）

１
鋪

１
鋪

１８
冊（
９
部
）

１
冊

１
冊

３
冊

１
鋪

４
冊

１
冊

１
冊

１
冊

２
冊

１
冊

１
冊

１
冊

１
冊

形
態

竪鋪鋪竪竪竪竪鋪竪竪竪竪竪竪竪竪竪

作
成

出
雲
寺
和
泉
掾
、
蓮
城
堂
ほ
か

山
城
屋
佐
兵
衛
ほ
か
／
竹
原
好

兵
衛
（
嘉
永
３
・
４
）

御
書
物
師
出
雲
寺
万
次
郎

六
条
御
殿
御
蔵
板
弘
通
所

須
原
屋
茂
兵
衛

石
田
治
兵
衛

御
書
物
師
出
雲
寺
万
次
郎

永
田
長
兵
衛
（
開
板
）

年
代

文
化
１５
、
文
政
２
、
天
保
２
・
４
・
６

・
７
・
９
、
安
政
５
・
６
、
万
延
元
、

慶
応
元
年

天
保
１２
年
、
安
政
６
年
、
嘉
永
３
年
、

嘉
永
４
年
、
万
延
元
年
、
元
治
元
年
、

慶
応
２
年
、
慶
応
３
年

文
久
２

享
保
１１
年
９
月
（
改
）

慶
応
３
（
２
本
）・
４
年

享
保
２０
年

文
久
２
年

慶
応
４
年

寛
永
６
年
１０
月
１８
日
／
明
暦
２
年
１
月

寛
政
元

文
化
３
年
３
月

表
題

新
刊
増
補

雲
上
明
鑑

公
家
衆
盃
事
之
式

雑
掌
江
逢
候
節
之
図

雲
上
明
覧
大
全

御
上
洛
御
用
掛

供
奉
役
人
附

私
孝
記
（
堂
上
諸
家
取
立
・
石
高
等
）

雲
上
便
覧
大
全

増
補
改
正

御
即
位
ニ
付
使
者
道
筋
図

武
家
官
位
抄

御
上
洛
御
用
掛

京
都
御
役
鑑

公
武
有
司
集
覧

京
都
御
式
目

京
御
所
司
代
中
御
先
手
者
頭
勤
方
并
御
広
間
表

取
次
勤
心
得
書

京
都
見
廻
役
記
録

禁
裏
御
造
営
記

二
条
在
番
登
前
留
下
帳

上

番
号

７

１４６

１５１

１９２

２０３

２５３

２９９

３５６

６２３

７６３

８０３

８０７

１００５

１０１８

１０１９

１２９２

１３４０

甲
２

甲
２

甲
２

甲
２

甲
２

甲
２

甲
２

甲
２

甲
２

甲
２

甲
２

甲
２

甲
２

甲
２

甲
２

甲
２

甲
２
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備
考

帝
室
図
書
本
の
副
本

罫
紙
柱
書
「
宮
内
省
」

写
本

表
紙
付
箋
「
九
条
家
蔵
本
」、
近
代
付
箋

「
高
橋
宗
直
自
筆
」

版
本
、
目
録
題
「
新
改
正
御
公
家
鑑
」

版
本
、
目
録
題
「
新
改
正
御
公
家
鑑
」

版
本

版
本

版
本

版
本

版
本

版
本

数
量

１
冊

１
冊

１
冊

１
冊

２
冊

１
冊

１
冊

９
冊

１
冊

１
冊

２
冊

１
冊

１
冊

２
冊

１
冊

２
冊

２
冊

合
１
冊

１
冊

２
冊

形
態

竪竪竪竪竪竪竪竪竪竪竪竪竪竪竪竪竪竪竪竪

作
成

菅
忠
次
郎

取
締
役
中
里
対
馬
正

藤
木
昭
直

下
古
京
八
組
上
艮
組

出
雲
寺
和
泉
掾

出
雲
寺
和
泉
掾

山
城
屋
佐
兵
衛
ほ
か

竹
原
好
兵
衛
（
製
本
）

山
城
屋
佐
兵
衛
ほ
か

山
城
屋
佐
兵
衛
ほ
か

六
条
御
殿
御
蔵
板
弘
通
所

如
意
観
慧
昭
（
誌
）

年
代

昭
和
１０
（
写
）

天
保
４
年
１１
月

元
禄
９
年
８
月
２１
日
他

文
久
４

午
年

文
政
～
弘
化

享
保
２０
年
１１
月
３
日

文
久
２
年
４
月
～
３
年
６
月

慶
長
～
文
化

元
文
３
年

享
保
１８
年

安
永
１０
年

嘉
永
５
年

嘉
永
６
年

安
政
６
年

文
久
３
年

慶
応
３
年

明
治
元
年

表
題

堂
上
服
忌
令

禁
裏
百
ヶ
条

五
条
殿
御
領
・
等
持
院
御
領
取
扱
方
手
控

京
都
所
司
代
・
京
都
町
奉
行
京
古
町
記
録

宣
命
写

京
都
御
警
衛
詰
手
控

陰
陽
家
公
用
控

北
面
武
士
諸
役
留
（
新
清
和
門
院
北
面
勤
務
日

記
・
願
書
留
・
別
記
・
家
例
ほ
か
）

御
即
位
次
第

御
上
洛
手
続
書

公
卿
補
任
系
図

大
嘗
会
下
行
帳

万
世
雲
上
明
鑑

万
世
雲
上
明
鑑

乾
・
坤

袖
中
雲
上
便
覧

雲
上
明
覧
大
全

上
・
下

雲
上
明
覧
大
全

上
・
下

雲
上
明
覧
大
全

上
・
下

雲
上
便
覧
大
全

雲
上
示
正
鑑

乾
・
坤

番
号１５０２

２０５８

２１３４

２１３８

２４４９

２４７７

２４８２

２５２９

２７４４

２７７０

２８２８

３３２０

３４９８

３４９９

３５００

３５０１

３５０２

３５０３

３５０４

３５０５

甲
２

甲
２

甲
２

甲
２

甲
２

甲
２

甲
２

甲
２

甲
２

甲
２

甲
２

甲
２

甲
２

甲
２

甲
２

甲
２

甲
２

甲
２

甲
２

甲
２
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備
考

版
本

写
本

写

数
量

１
冊

１
冊

１
冊

１
冊

２４
冊

６
冊

８
冊

９
冊

５
冊

５４
冊

１
冊

２
冊

２
冊

１
冊

形
態

竪横横竪竪竪竪竪竪竪竪竪折
本

冊

作
成

三
室
戸
殿
（
蔵
板
）

須
原
屋
茂
兵
衛

須
原
屋
茂
兵
衛

岡
田
屋
嘉
七
ほ
か

（
岡
田
家
）

宣
�
郎
総
伝
（
補
写
）
／
生
直

（
校
正
）

年
代

慶
応
２
年

元
治
元
年

文
久
２
年

文
久
３

天
保
６
～
１４
年

文
久
２
・
３
年

享
和
元
（
補
写
）
／
享
和
２
（
校
正
）

嘉
永
２
年

表
題

掌
中
雲
上
抜
粋

御
上
洛
御
用
掛

御
上
洛
御
用
掛

文
久
行
幸
記

京
都
所
司
代
与
力
文
書

二
条
城
御
在
番
留

京
都
町
中
諸
記
録

賀
茂
社
家
文
書

京
聚
楽
年
寄
記
録

千
切
屋
文
書
（
泉
涌
寺
・
賀
茂
社
・
石
清
水
修

復
・
後
桜
町
院
凶
事
ほ
か
）

八
瀬
記

御
上
洛
一
件
・
御
変
革
御
書
付

雲
上
堂
上
ノ
明
覧

地
下
次
第

番
号３５０６

３５２６

３５２７

３５２８

３６８０

３７０６

３８０８

３８３９

３９５８

３９８８

４０２８

４１３１

３９９

５０２

甲
２

甲
２

甲
２

甲
２

甲
２

甲
２

甲
２

甲
２

甲
２

甲
２

甲
２

甲
２

乙
７

乙
７
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目
録
二
－
二
（
法
学
部
法
制
史
資
料
室
「
非
蔵
人
安
田
家
他
京
都
近
郊
所
領
関
係
文
書
」
他
）

備
考

端
裏「
組
内
ノ
者
年
寄
座
ニ
向
ヒ
不
法

申
候
ニ
付
住
居
相
断
申
ニ
付
仰
上
」

端
裏
「
外
畑
」

端
裏
、
付
箋
あ
り

奥
書
・
端
裏
あ
り

端
裏
あ
り

端
裏
貼
紙
「
天
保
四
年
十
月
乍
恐
奉

願
上
口
上
書
」

差
出
村
名
な
し
、
端
裏
「
下
鴨
村
願

書
」

数
量１１１１１１１１１１１１１１

形
態状状状状状状状状状状状状状状

作
成

中
市
年
寄
八
木
房
吉
他
５
名
→
片
山
喜
兵
衛
・
安
部

九
郎
左
衛
門

外
畑
村
御
下
百
姓
久
右
衛
門
・
与
兵
衛
→
安
田
下
野

枡
屋
宗
吉
・
松
屋
半
右
衛
門
・
住
吉
屋
卯
之
助
→
嶌

田
八
郎
兵
衛

下
幡
村
庄
や
良
吉
・
与
頭
五
郎
兵
衛

城
州
外
畑
村
庄
屋
久
左
衛
門
・
年
寄
善
六
→
安
田
美

作
様
御
内
西
尾
惣
兵
衛

外
畑
村
百
姓
久
左
衛
門

下
幡
村
御
山
守
願
人
半
蔵
・
庄
屋
幸
次
郎
→
御
山
役

坂
場
与
蔵

城
州
乙
訓
郡
外
畑
村
庄
屋
政
次
郎
・
佐
兵
衛
・
年
寄

兵
之
丞
・
村
惣
代
佐
平
次
→
久
我
安
田
［
マ
マ
］

城
州
乙
訓
郡
外
畑
村
百
姓
久
左
衛
門
→
小
堀
縫
殿
様

御
役
所

御
下
馬
村
願
主
重
右
衛
門
・
庄
屋
半
兵
衛
→
天
龍
寺

様
御
役
者
中

下
馬
場
村
喜
兵
衛
他
２８
名
→
天
龍
寺
役
者
中

下
鴨
村
庄
屋
八
左
衛
門
→
安
田
美
作
役
人
中

下
鴨
村
百
姓
中
・
庄
屋
茂
右
衛
門
→
安
田
下
野
内
西

尾
惣
兵
衛

百
姓
惣
代
新
左
衛
門
・
郷
年
寄
治
兵
衛
・
庄
屋
又
左

衛
門
→
安
田
美
作
役
人
中

年
代

文
化
７
年
６
月

享
保
１６
年
５
月
２２
日

天
保
４
年
９
月

寛
政
１２
年
１１
月

享
和
元
年
５
月

享
保
１６
年
６
月

天
明
８
年
１０
月

天
保
１１
年［
月
脱
］２１
日

享
和
２
年
２
月

弘
化
５
年
正
月

天
保
４
年
１０
月

嘉
永
３
年
８
月

宝
暦
１２
年
５
月

寛
政
６
年
８
月

表
題

申
上
之
事
（
私
支
配
内
三
松
屋
儀
兵
衛
住
居
相
断
ニ
付
）

乍
恐
指
上
ケ
申
口
上
一
札
（
御
下
百
姓
山
方
農
作
等
無
沙
汰

ニ
付
御
詫
口
上
書
）

差
入
申
一
札
（
借
用
銀
子
返
済
延
期
願
）

乍
恐
書
付
ヲ
以
奉
願
上
候
事
（
極
困
窮
人
御
上
納
指
支
ニ
付

御
救
願
）

乍
恐
口
上
書
（
居
宅
屋
根
取
繕
不
調
法
御
赦
免
願
）

乍
恐
申
上
候
（
免
割
以
後
算
用
達
等
村
方
出
入
願
書
）

乍
恐
以
書
付
奉
願
上
候
事
（
老
年
病
身
ニ
付
御
山
守
役
儀
御

免
願
）

乍
恐
口
上
書
（
源
兵
衛
往
古
の
村
方
村
法
相
背
新
規
の
事
企

ニ
付
御
取
締
願
）

乍
恐
奉
願
口
上
書
（
久
左
衛
門
新
規
ニ
居
宅
屋
根
棟
ニ
破
風

普
請
御
赦
免
願
）

乍
恐
奉
願
口
上
書
（
酒
屋
佐
兵
衛
買
取
酒
代
銀
滞
ニ
付
御
召

出
御
礼
願
）

乍
恐
奉
願
上
口
上
書
（
凶
作
ニ
付
飯
米
３０
石
御
下
ケ
願
）

乍
恐
口
上
（
稲
作
雑
色
不
作
ニ
付
稲
作
見
分
願
）

乍
恐
口
上
書
（
田
作
植
付
状
況
届
）

乍
恐
奉
願
口
上
書
（
当
年
干
損
困
窮
ニ
付
手
入
修
理
御
免

願
）

番
号１２３４５６７８９１０１１１２１３１４

AAAAAAAAAAAAAA
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備
考

端
裏
「
寛
政
十
一
未
年
下
鴨
村
干
損

願
書
」

後
欠

前
記
入
用
の
村
・
町
別
割
合
の
覚
附

属
、端
裏
貼
紙「
布
施
弥
市
郎
様
御
代
」

奥
書
あ
り
、
組
頭
加
役
１
名
・
組
頭

３
名

端
裏
付
箋
「
石
灰
釜
願

上
野
村
名

主
勘
蔵
」

奥
書
あ
り
、
組
頭
・
庄
屋
各
１
名

端
裏
あ
り

（
写
）

数
量１１１１１２１１１１１１１１１

形
態状状状状状状状状状状状状状状状

作
成

下
鴨
庄
屋
又
左
衛
門
・
百
姓
惣
代
八
郎
兵
衛
→
本
所

百
姓
惣
代
八
左
衛
門
・
同
新
左
衛
門
、
奥
書
下
鴨
村

庄
や
又
左
衛
門
→
安
田
美
作

下
鴨
村
庄
屋
又
左
衛
門
・
百
姓
八
右
衛
門
→
安
田
美

作
守
内
西
尾
惣
兵
衛

城
州
紀
伊
郡
竹
田
村
百
姓
惣
代
七
右
衛
門
・
同
与
左

衛
門
・
同
半
六
→
嶋
田
八
郎
兵
衛

松
平
大
和
守
領
分
上
総
国
望
陀
郡
仲
山
村
百
姓
ニ
而

大
工
伝
兵
衛
代
大
和
田
村
親
類
百
姓
治
兵
衛
他
差
添

人
１
名
→
寺
社
奉
行
所

（
欠
）

神
島
谷
村
親
類
惣
代
新
井
重
郎
左
衛
門
・
名
主
願
人

新
井
治
郎
左
衛
門
→
村
役
人
中

上
野
村
願
主
名
主
勘
蔵
・
同
村
百
姓
代
弥
伝
次
他
１

名
、
同
人
五
人
組
頭
源
蔵
他
５
名
、
同
村
名
主
五
郎

右
衛
門
→
御
見
取
御
奉
行
所
様

上
和
田
村
組
頭
清
左
衛
門
→
大
庄
屋
斉
藤
孫
右
衛
門

上
森
田
伝
蔵
→
立
ノ
小
林
清
兵
衛

松
前
八
左
衛
門
内
大
屋
弥
兵
衛
・
江
口
左
仲
→
北
河

原
村
名
主
清
兵
衛
方

山
田
村
治
郎
左
衛
門
→
長
志
村
太
吉

野
中
村
五
兵
衛
他
５
人
→
津
川
村
惣
四
郎

俵
瀬
村
荻
野
為
伯
→
北
河
原
村
ニ
て
小
林
藤
蔵

矢
田
新
十
郎
→
柴
田
兵
三
郎

年
代

明
和
８
年
５
月

寛
政
６
年
１０
月

寛
政
１１
年
９
月

天
保
８
年
９
月

慶
応
元
年
１１
月
２３
日

（
享
保
１９
年
）

慶
応
２
年
２
月

文
政
１０
年
１１
月

天
保
１３
年
２
月

申
正
月

亥
五
月
（
文
政
１０
）

明
治
２
年
５
月
２１
日

延
享
２
年
１２
月

文
政
８
年
８
月

子
６
月
３
日

表
題

乍
恐
口
上
書
（
田
地
渇
水
届
）

乍
恐
奉
願
口
上
書
（
当
年
干
損
困
窮
ニ
付
見
分
願
）

乍
恐
奉
願
口
上
（
当
年
干
損
困
窮
ニ
付
納
米
１０
石
赦
免
願
）

約
定
書
之
事
（
晴
役
改
名
、
住
家
建
築
ニ
付
約
定
書
）

乍
恐
以
書
付
奉
申
上
候
（
白
川
家
役
人
之
由
申
衒
い
た
し
候

岡
田
刑
部
一
件
始
末
書
上
）

〔
佐
摩
村
大
森
町
普
請
入
用
書
上
〕「
一
、
往
還
石
堤
…
」

乍
恐
以
書
付
奉
願
上
候
（
御
勝
手
御
用
御
用
捨
願
ニ
付
）

乍
恐
以
口
書
奉
願
上
候
（
為
御
救
石
灰
釜
築
立
願
ニ
付
）

乍
恐
奉
願
上
口
上
之
覚
（
病
身
ニ
付
組
頭
御
役
御
免
願
）

覚
（
金
子
請
取
）

覚
（
屋
敷
替
延
金
月
割
金
先
納
ニ
付
）

仮
請
取
書
之
事

覚
（
質
田
地
利
米
ニ
付
）

覚
（
大
豆
代
金
ニ
付
）

〔
書
簡
〕「
一
筆
啓
上
致
候
…
」（
倅
観
七
縁
組
ニ
付
）

番
号１５１６１７１８１９２０２１２２２３２４２５２６２７２８２９

AAAAAAAAAAAAAAA
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備
考

端
裏
「
丑
三
月
借
家
証
文
…
」

端
裏
「
明
谷
村
治
左
衛
門
」

綱
・
碇
切
捨
の
旨
覚
あ
り

端
裏
「
卯
八
月
角
力
願
書

牧
御

堂
」、
端
裏
付
箋
あ
り

端
裏
付
箋
あ
り

端
裏
付
箋
あ
り

数
量１１１１１１１１１１１１１１１

形
態状状状状状状状状状状状状状状状

作
成

津
川
町
三
治
倅
繁
太
郎
ほ
か
６
人
→
野
中
村
庄
治
勝

助明
谷
沢
次
左
衛
門
→
野
口
村
彦
五
郎

清
左
衛
門
代
兼
助
左
衛
門
→
南
新
川
松
浦
勘
次
郎
殿

下
鴨
庄
屋
代
藤
四
郎
→
吉
田
対
馬
様

中
神
主
松
本
筑
後
禰
宜
社
中
→
御
奉
行
様

下
鴨
村
庄
屋
茂
右
衛
門
、
百
姓
中
→
安
田
下
野
様
御

内
西
尾
惣
兵
衛
様

御
年
寄
喜
右
衛
門
他
２
名
→
安
田
佐
渡
様
御
内
惣
兵

衛
殿

大
坂
嶋
屋
勘
七
船
沖
船
頭
太
平
次
他
１
名
→
温
泉
津

町
御
役
人
中
様

滝
名
村
肝
煎
阿
部
藤
右
衛
門
→
御
代
官
様

中
村
組
頭
折
右
衛
門
他
１
名
→
大
庄
屋
斉
藤
孫
右
衛

門野
中
村
願
人
庄
司
勝
之
助
→
御
代
官
様

上
条
組
野
中
村
辰
五
郎
→
御
代
官
様

牧
御
堂
村
組
頭
与
三
右
門
・
庄
屋
文
右
衛
門
→
大
庄

屋
斉
藤
孫
右
衛
門

牧
田
川
通
州
浚
組
合
惣
代
多
芸
郡
直
江
村
庄
屋
休
三

郎
・
大
坪
村
年
寄
・
金
屋
村
庄
屋
十
左
衛
門
→
笠
松

堤
方
御
役
所

砂
川
彦
右
衛
門
→
小
原
瀧
左
衛
門
・
福
知
幸
左
衛
門

・
御
松
頭
文
治

年
代

天
保
１２
年
１
月

辰
８
月

寅
１２
月
１３
日

宝
暦
８
年
７
月
２１
日

宝
永
６
年
３
月
２９
日

宝
暦
１２
年
６
月

文
政
６
年
６
月

享
保
２０
年
７
月
３
日

文
化
３
年
５
月

安
政
４
年
９
月

未
１１
月

亥
１２
月

天
保
１４
年
８
月
１０
日

文
久
元
年
６
月

安
永
元
年
８
月

表
題

覚
（
借
家
御
店
置
ニ
付
証
文
）

覚
（
利
米
差
上
ニ
付
）

覚
（
金
２２
両
受
取
）

乍
恐
御
届
ケ
申
上
候
（
小
山
郷
と
の
水
論
）

乍
恐
奉
願
言
上
（
代
替
御
礼
参
府
に
付
社
中
出
入
）

乍
恐
御
断
書
（
旱
魃
に
付
種
籾
を
失
い
し
旨
）

乍
恐
奉
御
届
申
上
候
口
上
書
（
渇
水
に
付
）

口
上
書
（
温
泉
津
に
て
難
船
の
旨
報
告
）

乍
恐
以
添
書
奉
言
上
（
孝
行
者
次
左
衛
門
一
家
褒
賞
願
）

乍
恐
御
願
奉
申
上
口
上
之
覚
（
痛
毛
に
付
見
分
願
）

乍
恐
以
口
上
書
奉
願
上
候
（
借
金
出
入
）

乍
恐
以
口
上
書
ヲ
奉
願
上
候
（
当
組
払
川
村
勘
三
郎
借
金
返

済
不
仕
儀
に
付
）

乍
恐
奉
願
上
口
上
之
覚
（
空
地
内
に
て
薬
師
堂
修
復
助
成
花

角
力
興
行
許
可
願
）

乍
恐
以
書
付
御
願
奉
申
上
候
（
牧
田
川
通
附
洲
浚
出
来
に
付

御
見
分
願
并
新
規
御
定
杭
打
替
願
）

乍
恐
御
願
奉
申
上
口
上
覚
（
薪
山
と
し
て
円
ノ
谷
山
被
下
置

様
願
）

番
号３０３１３２３３３４３５３６３７３８３９４０４１４２４３４４
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備
考

端
裏
付
箋
あ
り

端
裏
付
箋
あ
り

端
裏
「
戌
水
除
御
普
請
願
」、
付
箋

あ
り

端
裏
付
箋
あ
り

端
裏
「
上

乍
恐
御
断

稲
荷
村
庄

屋
・
年
寄
」

付
箋
あ
り

奥
書
：
村
田
源
右
衛
門
→
藤
井
味
左

衛
門
→
渡
辺
市
兵
衛
、
裏
書
：
三
上

仁
左
衛
門
→
七
右
衛
門
近
藤
、
端
裏

付
箋
あ
り

庄
屋
村
田
→
大
庄
屋
藤
井
→
近
藤
・

渡
部
市
兵
衛
・
三
上
の
裏
書
あ
り

付
箋
あ
り

付
箋
あ
り

数
量１１１１１１１１１１１１

形
態状状状状状状状状状状状状

作
成

戸
崎
村
組
頭
与
茂
吉
・
同
勝
兵
衛
・
庄
屋
定
八
→
大

庄
屋
孫
右
衛
門

東
浅
井
村
組
頭
林
兵
衛
・
同
縫
右
衛
門
・
庄
屋
兵
右

衛
門
→
大
庄
屋
斉
藤
孫
右
衛
門

三
州
碧
海
郡
正
名
村
組
頭
文
右
衛
門
・
定
岡
斧
右
衛

門
→
大
庄
屋
斉
藤
孫
右
衛
門

坂
左
右
村
組
頭
清
左
衛
門
他
２
名
→
大
庄
屋
斉
藤
孫

右
衛
門

稲
荷
村
庄
屋
藤
之
丞
他
４
人
→
御
社
御
月
番

稲
荷
村
庄
屋
喜
右
衛
門
・
年
寄
彦
助
→
御
奉
行
所
様

願
主
馬
場
村
百
姓
重
右
衛
門
・
同
北
隣
家
半
兵
衛
・

村
役
喜
右
衛
門
・
庄
屋
庄
左
衛
門
・
年
寄
孫
兵
衛
→

天
龍
寺
様
御
役
者
中

秋
吉
村
真
宗
仏
乗
寺
→
御
庄
屋
村
田
源
右
衛
門

庄
屋
村
田
源
右
衛
門
→
大
庄
屋
藤
井
和
左
衛
門

塙
田
筋
平
野
村
惣
代
金
太
・
組
頭
儀
右
衛
門
・
庄
屋

格
惣
左
衛
門
・
同
弥
左
衛
門
→
御
代
官
所

乙
訓
郡
西
坂
本
村
庄
屋
長
右
衛
門
・
年
寄
源
左
衛
門

・
百
姓
惣
代
五
兵
衛
・
佐
兵
衛
・
喜
右
衛
門
・
甚
右

衛
門
・
儀
左
衛
門
→
安
田
肥
後
守
様
御
役
所

要
吉
→
畦
預
伊
右
衛
門

年
代

文
化
１４
年
９
月

天
保
２
年
４
月

天
保
１２
年
１２
月

天
保
９
年
９
月

寛
政
元
年
２
月
１１
日

明
和
８
年
９
月
７
日

嘉
永
５
年
７
月

文
化
９
年
２
月

明
和
元
年
１２
月

天
保
１２
年
２
月

文
政
６
年
８
月

文
化
１２
年
９
月

表
題

乍
恐
奉
願
上
口
上
之
覚
（
去
酉
年
起
立
之
田
方
に
付
是
迄
通

之
御
冥
加
米
に
て
長
年
季
被
仰
付
候
様
願
）

乍
恐
奉
願
上
口
上
之
覚
（
田
方
年
季
明
に
付
是
迄
通
長
年
季

被
仰
付
候
様
願
）

乍
恐
奉
願
上
口
上
之
覚
（
川
浚
丁
場
に
付
赤
坂
役
所
へ
願
書

提
出
届
）

乍
恐
奉
願
上
口
上
之
覚
（
杭
柵
御
普
請
願
）

乍
恐
奉
願
口
上
書
（
橋
桁
用
木
拝
領
願
）

乍
恐
御
断
（
備
後
国
尾
道
向
川
尻
村
百
姓
清
八
後
家
ふ
く
行

倒
に
付
、
国
元
へ
飛
脚
遣
す
旨
）

乍
恐
奉
願
上
造
作
（
納
屋
造
作
に
付
）

申
上
候
事
（
法
会
執
行
仕
度
に
付
）

申
上
候
事
（
秋
吉
村
内
銀
子
不
納
の
者
差
免
願
）

乍
恐
以
書
付
ヲ
奉
願
上
候
（
鉄
砲
改
ニ
付
）

乍
恐
奉
御
願
口
上
書
（
旱
損
に
付
御
救
米
７
斗
被
下
度
願
）

御
願
申
上
候
事
（
卯
助
滞
留
差
免
願
）

番
号４５４６４７４８４９５０５１５２５３５４５５５６

AAAAAAAAAAAA

232



備
考

端
裏
「
上
」

付
箋
多
数
、
端
裏
「
下
久
我
村
鷹
司

様
庄
屋
弥
兵
衛
依
病
気
退
役
」

端
裏
付
箋
あ
り

端
裏
「
下
鴨
村
願
書
」

端
裏
「
延
享
五
辰
七
月
養
水
出
入
願

書
」

端
裏
あ
り

数
量１１１１１１１１１１１１１１１

形
態状状状状状状状状状状状状状状状

作
成

報
恩
寺
村
庄
屋
権
右
衛
門
・
年
寄
作
兵
衛
・
同
喜
助

・
同
与
右
衛
門
→
小
堀
仁
右
衛
門

下
鴨
村
中
村
郷
年
寄
清
兵
衛
・
同
源
右
衛
門
・
百
姓

惣
代
八
左
衛
門
→
御
本
所
様

何
麻
郡
報
恩
寺
権
右
衛
門
→
谷
大
学
様
御
役
人
中
様

願
人
外
畑
村
清
蔵
主
人
久
左
衛
門
他
３
人
→
御
本
所

安
田
下
野

願
主
下
久
我
村
百
姓
百
姓
監
物
代
五
郎
右
衛
門
他
１

人
→
高
［
マ
マ
］
司
様
御
殿
御
役
所

下
久
我
村
御
家
領
頭
百
姓
監
物
他
８
人
→
御
役
人
中

定
岡
村
組
頭
藤
右
衛
門
他
２
人
→
大
庄
屋
斉
藤
孫
右

衛
門

下
鴨
村
百
姓
惣
代
新
左
衛
門
他
２
人
→
安
田
御
家
西

尾
宗
兵
衛

下
鴨
村
庄
屋
・
年
寄
→
小
堀
数
馬
様
御
役
所

城
州
乙
訓
郡
西
坂
本
村
庄
屋
吉
左
衛
門
・
年
寄
六
右

衛
門
→
安
田
下
野
御
役
所

乙
訓
郡
坂
本
村
御
役
長
右
衛
門
・
年
寄
六
右
衛
門
→

安
田
肥
後
守
御
役
所

下
鴨
村
庄
屋
又
左
衛
門
→
安
田
様
御
本
所

下
鴨
村
庄
屋
茂
右
衛
門
→
安
田
武
蔵

清
蔵
→
小
堀
小
堀
仁
右
衛
門

郷
年
寄
喜
右
衛
門
他
２
人

年
代

宝
永
２
年
４
月
８
日

文
政
４
年
８
月

宝
暦
１２
年
５
月

享
保
１６
年
６
月
３
日

文
化
１４
年
３
月

天
明
７
年
７
月

嘉
永
２
年
４
月

寛
政
７
年
７
月

宝
暦
９
年
１
月

安
永
２
年
１１
月
２６
日

安
政
１０
年
２
月

文
政
５
年
２
月

延
享
５
年
７
月

享
保
１６
年
６
月

天
保
２
年
６
月

表
題

指
上
ケ
申
口
上
書
（
鉄
砲
改
扣
帳
面
紛
失
に
付
再
び
差
上
ぐ

旨
）

乍
恐
奉
願
上
口
上
書
（
水
不
足
に
付
惣
蔵
入
の
内
に
て
御
救

米
下
付
願
）

乍
恐
奉
願
上
口
上
書

乍
恐
謹
而
御
願
奉
申
上
候
（
清
蔵
追
い
出
し
一
件
）

下
書

乍
恐
奉
願
上
候
口
上
書
（
親
類
監
物
押
借
り
に
付
）

乍
恐
奉
願
上
口
上
書
（
写
）（
御
家
領
村
方
差
縺
れ
一
件
）

乍
恐
御
届
ケ
奉
申
上
口
上
之
覚
（
田
方
荒
起
に
付
届
）

乍
恐
奉
願
口
上
書
（
不
作
に
付
御
用
捨
米
願
）

乍
恐
奉
願
口
上
書
（
写
）（
小
山
・
下
鴨
水
論
に
付
）

乍
恐
以
口
上
書
申
上
候
（
裁
許
書
・
絵
図
写
に
付
御
尋
に

付
）

乍
恐
奉
御
願
口
上
書
（
庄
屋
退
役
に
付
）

乍
恐
言
上
仕
候
（
加
茂
川
筋
六
郷
田
地
水
入
高
に
付
）

乍
恐
奉
願
口
上
書
（
下
鴨
郷
用
地
養
水
出
入
ニ
付
）

乍
恐
謹
而
奉
願
口
上
書
（
清
蔵
追
い
出
し
一
件
）

奉
乍
恐
願
上
口
上
（
井
出
普
請
助
成
願
）

番
号５７５８５９６０６１６２６３６４６５６６６７６８６９７０７１
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備
考

端
裏
「
岩
谷
分
下
書
」

端
裏
「
絵
図
に
菱
川
村
よ
り
付
帋

…
」

端
裏
「
寛
政
十
一
未
年
下
鴨
村
干
損

に
付
検
分
願
書
…
」

端
裏
「
上

西
坂
本
願
書
」

端
裏
「
上

鷹
司
様
御
用
銀
上
納
之

御
断
一
札
…
御
家
領
八
ヶ
村
」

端
裏
あ
り

相
手
：
小
山
郷
御
用
水
川
役
人
久
右

衛
門
他

端
裏
「
明
和
六
年
鷹
司
殿
庄
屋
弥
兵

衛
蒙
咎
故
、
頭
百
姓
よ
り
詫
願
書
案

文
」

端
裏
「
寛
政
九
丁
巳
年
下
鴨
村
願

書
」

端
裏
「
外
畑
村
常
右
衛
門
当
家
ニ
呼

願
書
」

端
裏
「
寛
延
元
年
辰
七
月
養
水
出
入

願
書
」

数
量１１１１１１１１１１１１１

形
態状状状状状状状状状状状状状

作
成

塩
田
安
井
村
長
兵
衛
→
前
波
又
兵
衛

下
ヶ
幡
村
庄
や
幸
四
郎
他
１
名
→
御
群
［
マ
マ
］
御

役
所

城
州
乙
訓
郡
下
久
我
村
庄
屋
長
七
郎
→
御
奉
行
所

下
鴨
村
庄
や
又
左
衛
門
外
２
名
→
安
田
美
作
様
御
役

人
中

西
坂
本
村
庄
屋
吉
左
衛
門
→
安
田
美
作
様
御
役
中

川
嶋
村
庄
屋
宇
兵
衛
ほ
か
１５
名
（
御
家
領
８
村
）
→

鷹
司
御
役
所

西
坂
本
村
庄
屋
代
亦
右
衛
門
ほ
か
１
名
→
安
田
肥
後

守
御
役
所

―
―
―

下
久
我
村
年
寄
久
右
衛
門
他
４
人
→
神
原
監
物
・
岡

本
天
柄
［
カ
」

下
鴨
村
百
姓
市
兵
衛
他
８
人
→
安
田
美
作
御
役
人
中

外
畑
村
庄
屋
常
右
衛
門
・
年
寄
九
兵
衛
→
七
御
本
所

様下
鴨
村
庄
屋
→
安
田
武
蔵

下
鴨
村
百
姓
甚
左
衛
門
他
７
人
→
安
田
佐
渡
守
御
役

人
中

年
代

延
宝
５
年
２
月

天
明
３
年
９
月

天
明
４
年

寛
政
１１
年
８
月

酉
閏
６
月

寛
政
元
年
４
月

文
政
９
年
１２
月

―
―
―

明
和
６
年
９
月

寛
政
９
年
１２
月

享
保
１６
年
１２
月
１５
日

寛
延
元
年
７
月

文
政
１１
年
１１
月

表
題

乍
恐
申
上
口
上
書
之
事
（
未
進
大
分
に
付
）

乍
恐
以
書
付
奉
願
上
候
事
（
悪
作
に
付
見
分
願
）

乍
恐
奉
願
口
上
書
（
写
）（
鶏
冠
井
村
・
菱
川
村
・
下
久
我
村

論
所
に
付
）

乍
恐
奉
願
口
上
書
（
干
損
に
付
検
分
願
）

乍
恐
口
上
之
覚
（
郷
役
・
組
庄
屋
跡
役
に
付
）

乍
恐
奉
願
上
候
口
上
書
（
下
書
）（
御
用
銀
に
付
）

乍
恐
口
上
書
（
大
水
に
付
荒
所
割
合
）

乍
恐
奉
願
口
上
書
（
下
書
）（
用
地
養
水
出
入
に
付
）

乍
恐
奉
願
口
上
書
（
下
書
）（
庄
屋
弥
兵
衛
御
宥
免
願
）

乍
恐
奉
願
口
上
書
（
御
救
米
拝
領
願
）

乍
恐
以
書
付
申
上
候
（
安
田
下
野
よ
り
御
用
筋
召
上
に
付
）

乍
恐
奉
願
口
上
書
（
御
用
水
赦
免
願
）

乍
恐
奉
願
口
上
書
（
庄
屋
・
年
寄
跡
役
に
付
）

番
号７２７３７４７５７６７７７８７９８０８１８２８３８４

AAAAAAAAAAAAA
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備
考

端
裏
「
明
和
七
年
寅

旱
損
悪
作
ニ

付
救
米
願
書
」

端
裏
「
宝
永
元
年
申
上
候
」

８７
－
２
と
一
束

端
裏
「
上

坂
本
村
庄
屋
・
年
寄
」

数
量１１１１１１１１１１１１１

形
態状状状状状状状状状状状状状

作
成

下
鴨
村
庄
屋
又
左
衛
門
・
百
姓
惣
代
八
左
衛
門
→
御

本
所
様
御
役
人
中

菊
池
仁
左
衛
門
→
河
原
野
村
庄
屋

松
前
八
左
衛
門
内
江
口
左
仲
→
北
河
原
村
名
主
清
兵
衛

松
前
八
左
衛
門
内
江
口
紋
右
衛
門
・
大
屋
陣
兵
衛
→

武
州
小
河
原
村
名
主
清
兵
衛

［
包
紙
・
紐
］「
諸
願
口
上
書
等
」

通
躬
→
柳
原
前
中
納
言
殿
・
高
野
前
中
納
言
殿

大
垣
領
上
野
村
立
川
甚
蔵
→
岩
倉
御
役
所

御
所
車
役
司
吉
田
弥
一
・
藤
木
仙
納
→
出
納
大
蔵

御
室
御
所
様
晴
役
惣
代
山
内
藤
蔵
ほ
か
４
名
→
奥
田

久
平

坂
本
村
庄
屋
喜
兵
衛
・
年
寄
久
左
衛
門
→
安
田
下
野

守
様

城
州
乙
訓
郡
下
久
我
村
久
我
家
御
家
領
庄
屋
長
七
郎

・
小
西
中
知
行
所
庄
屋
又
兵
衛
・
鷹
司
殿
御
家
領
庄

屋
弥
兵
衛
・
一
条
殿
御
家
領
庄
屋
治
兵
衛
・
五
郎
左

衛
門
・
小
堀
数
馬
殿
御
代
官
所
庄
屋
安
兵
衛
・
烏
丸

殿
東
園
殿
御
家
領
庄
屋
宇
右
衛
門
・
六
給
主
御
社
領

庄
屋
源
右
衛
門
・
百
姓
惣
代
又
左
衛
門
・
喜
右
衛
門

坂
本
村
庄
屋
喜
兵
衛
・
年
寄
又
左
衛
門
・
村
惣
代
喜

右
衛
門
→
安
田
下
野
様
御
役
所

権
禰
宜
弘
孚

上
卿
新
大
納
言
・
蔵
人
左
少
弁
藤
原
経
光
奉
→
荒
木

田
経
陰

年
代

明
和
７
年
７
月

宝
永
３
年
４
月

寅
２
月
２６
日

丑
９
月
３
日

（
年
欠
）
１０
月
２７
日

天
保
１１
年
２
月

延
宝
５
年
１２
月
３
日

天
保
９
年
３
月

宝
暦
１３
年
１２
月
１９
日

天
明
４
年
５
月
２２
日

明
和
３
年
９
月

文
久
３
年
３
月
５
日

明
和
８
年
４
月
２８
日

表
題

乍
恐
奉
願
候
口
上
書
（
旱
損
に
付
御
救
願
）

覚
（
御
物
成
等
皆
済
に
付
）

覚
（
先
納
金
受
取
）

覚
（
入
用
金
受
取
）

（
御
加
増
拝
領
の
御
礼
と
し
て
、
前
大
納
言
関
東
下
向
に
付
、

通
躬
御
礼
申
上
度
、
松
平
紀
伊
守
殿
へ
御
沙
汰
被
頼
の
旨
）

乍
恐
以
口
書
奉
願
上
候
（
尾
州
様
先
川
運
上
元
箇
之
儀
に
付
）

指
上
ケ
申
一
札
（
舎
人
役
跡
目
に
付
）

一
札
（
晴
役
跡
役
に
付
）

乍
恐
御
訴
訟
（
出
作
高
諸
役
に
付
）

乍
恐
返
答
書
（
悪
水
抜
き
に
よ
る
川
幅
変
更
に
付
）

乍
恐
御
訴
訟
（
出
作
高
諸
役
に
付
）

宣
命
使
御
参
宮
可
有
見
参
権
任
神
主
交
名
之
事

口
宣
案
（
従
五
位
上
叙
任
）

番
号８５８６８７
―１

８７
―２

８８
止

２
―６

６
―４

１１―２―１９

１１―３―７

１１ ―５―１

１１ ―５―４

１１ ―５―５

３
―８

３
―１０
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目
録
二
－
三
（
法
学
部
法
制
史
資
料
室
「
京
阪
文
書
」）

備
考

５
－
２
と
１
通

数
量

１
通

１
通

１
通

１
通

１
通

１
通

１
通

１
通

１
通

１
通

１
通

１
通

１
通

１
通

形
態状状状状状状状状状状状状状状状

作
成

百
姓
次
左
衛
門
→
（
欠
）

→
法
師
秀
碩

霊
源
寺
役
者
寒
松
院
→
田
地
世
話
人
玉
泉
院
他
１
名
、（
奥
書
）

西
加
茂
田
尻
村
庄
屋

譲
人
川
原
町
与
兵
衛
、
証
人
１
名
→
嶋
田
久
平

東
竹
田
村
河
原
町
与
兵
衛
→
嶋
田
久
平

三
条
西
家
領
柴
竹
村
庄
屋
宗
兵
衛
倅
亀
吉
、
年
寄
五
郎
兵
衛
→

御
奉
行

一
条
貸
付
支
配
人
嶋
田
八
郎
兵
衛
→
御
奉
行

葉
室
殿
御
役
所
松
嶋
主
殿
他
１
名
→
葛
野
郡
下
山
田
村
庄
屋
・

年
寄
・
百
姓
惣
代
３
名
、
惣
百
姓
中
（
裏
書
）
葉
室
（
花
押
）

岡
崎
家
伊
佐
直
記
→
美
濃
屋
九
右
衛
門
、（
裏
印
）
岡
崎

預
主
・
東
御
霊
図
子
室
町
蒔
絵
町
蒔
絵
屋
治
兵
衛
他
１
名
、
請

人
３
名
→
北
野
社
松
栄
坊
取
次

鞍
馬
上
在
地
法
師
徳
円
、
西
院
村
之
内
新
在
家
町
百
姓
新
太
郎

ほ
か
１
名
→
嶋
田
八
郎
兵
衛

大
宮
ロ
山
寺
上
ル
口
近
江
屋
善
吉
ほ
か
５
名
→
御
貸
付
方
御
役

人請
人
川
原
町
荒
神
口
下
ル
近
江
屋
三
郎
兵
衛
、
引
取
人
、
借
り

主
関
口
政
造
→
梶
井
宮
様
御
長
家
御
支
配
人
関
根
由
兵
衛

引
取
人
室
町
下
長
者
町
角

屋
源
兵
衛
、
請
人
、
借
り
主
→

梶
井
宮
様
御
長
家
支
配
人
関
根
由
兵
衛

錦
小
路
殿
内
児
島
造
酒
ほ
か
１
名
→
世
話
方
大
西
越
前
、
他
２

名
、
裏
書
：
錦
小
路
修
理
大
夫

年
代

天
保
５
年
１２
月

寛
延
２
年
２
月
２
日

天
明
元
年
１１
月
１２
日

天
保
８
年
１１
月

天
保
８
年
１１
月

嘉
永
２
年
６
月
２０
日

天
保
１５
年
３
月
２７
日

文
政
６
年
１
月

天
明
５
年
３
月

天
保
４
年
１０
月
２３
日

文
政
１２
年
１０
月

安
政
６
年
４
月

弘
化
４
年
３
月

文
化
２
年
４
月

表
題

別
紙
一
札
之
事
（
一
条
様
御
殿
御
用
銀
返
納
）

〔
権
律
師
叙
任
口
宣
案
〕

永
代
御
預
申
一
札
之
事
（
後
桃
園
院
尊
義
御
菩
提
御
供
養

用
）

譲
り
渡
申
田
地
之
事
（
梶
井
宮
領
安
楽
寿
院
領
）

一
札

乍
恐
返
答
書
（
本
所
よ
り
年
貢
米
庄
屋
取
込
の
由
訴
に
付
）

乍
恐
奉
願
口
上
書
（
支
配
人
交
替
願
）

一
札
（
御
役
銀
嶋
田
八
郎
兵
衛
引
請
之
内
下
山
田
村
引
受
借

用
）

手
形
之
事
（
当
家
御
台
所
入
用
銀
借
用
）

預
申
金
子
之
事
（
有
栖
川
宮
、
水
野
越
前
守
御
寄
附
永
代
灯

明
料
）

差
入
申
引
当
証
文
之
事
（
一
条
御
殿
御
用
銀
借
用
）

奉
願
御
（
ア
キ
マ
マ
）
之
事
（
伏
見
宮
様
へ
関
東
よ
り
被
為

進
候
御
金
之
内
）

借
家
請
状
之
事

引
取
一
札
之
事

一
札
之
事
（
錦
小
路
家
蔵
版
医
書
彫
刻
に
つ
き
）

番
号

６１７２７３５
－
１

５
－
２

７２５１０１３６３１１４
－
１

１４
－
２

１９

輯１１１２２２３４６７７８９９９
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備
考

３
－
２
と
一
紙

２１
－
２
と
一
通

２２
－
２
と
一
通

全
文
抹
消
／
３２
－
１３

を
参
照

数
量

１
通

１
通

１
通

１
通

１
通

１
通

１
通

１
通

１
通

１
通

１
通

形
態状状状状状状状状状状状状状状

作
成

城
州
久
世
郡
東
一
口
村
小
右
衛
門
、
連
判
惣
代
１
名
→
一
条
様

御
貸
付
御
支
配
所

河
原
町
三
条
下
ル
三
町
目
東
江
入
南
車
屋
町
年
寄
・
五
人
組
・

町
中
惣
代
→
一
条
殿
御
貸
付
所

下
長
者
町
堀
川
西
入
町
借
主
丹
波
屋
忠
兵
衛
、
妻
、
母
→
治
助

錦
小
路
殿
内
山
田
勘
解
由
ほ
か
１
名
→
御
殿
御
講
世
話
方
美
濃

屋
九
右
衛
門
ほ
か
２
名
、（
裏
印
）
修
理
大
夫

（
裏
書
）
奥
田
六
十
郎
ほ
か
２
名
、
竹
田
村
源
三
郎

城
州
紀
伊
郡
竹
田
村
惣
坊
町
百
姓
源
三
郎
ほ
か
１
名
→
一
条
様

御
貸
付
御
支
配
人
嶋
田
八
郎
兵
衛

受
人
荒
神
口
河
原
町
近
江
屋
三
郎
兵
衛
、
引
取
人
１
、
借
り
主

殿
村
屋
冶
兵
衛
→
梶
井
宮
様
御
長
家
御
支
配
人
関
根
由
兵
衛

引
取
人
大
黒
屋
儀
兵
衛
、
請
人
１
、
借
主
殿
村
屋
冶
兵
衛
→
梶

井
宮
様
御
長
家
御
支
配
人
関
根
由
兵
衛

受
人
本
満
寺
前
之
町
石
や
宗
吉
、
引
取
人
１
、
借
り
主
石
屋
卯

之
助
→
梶
井
宮
様
御
長
家
御
支
配
人
関
根
由
兵
衛

引
取
人
白
川
村
松
屋
藤
左
衛
門
、
請
人
１
、
借
主
石
屋
卯
之
助

→
梶
井
宮
様
御
長
家
御
支
配
人
関
根
由
兵
衛

北
野
宮
松
栄
坊
、[
]（
虫
）、
梅
林
坊
→
妙
法
院
宮
様
御
貸
付
方

御
役
人
中

城
州
続
郡
田
原
糠
塚
村
百
姓
甚
兵
衛
ほ
か
２
名
→
嶋
田
八
郎
兵

衛松
栄
坊
、[
]（
虫
）、
梅
林
坊
→
妙
法
院
宮
様
御
貸
付
方
御
役
人

中和
久
屋
喜
兵
衛
、
妻
ほ
か
４
組
夫
婦
→
御
室
御
所
様
御
貸
付
御

用
所

年
代

嘉
永
３
年
８
月
１７
日

嘉
永
５
年
３
月
１７
日

天
保
１４
年
８
月

文
化
４
年
２
月

未
（
天
保
６
）
年
１２
月
２３
日

天
保
６
年
１２
月

天
保
１２
年
３
月

天
保
１２
年
３
月

嘉
永
２
年
６
月

嘉
永
２
年
６
月

慶
応
３
年
２
月

天
保
７
年
６
月

慶
応
３
年
２
月

嘉
永
３
年
６
月

表
題

一
札
（
一
条
様
御
貸
付
銀
返
納
滞
り
済
し
方
に
付
）

一
札
（
一
条
殿
貸
付
銀
返
納
滞
り
済
し
方
町
方
示
談
調
兼
に

付
）

（
一
条
貸
付
返
済
に
付
借
受
候
沽
券
状
、
印
形
差
戻
）

一
札
（
御
殿
御
講
銀
借
用
）

覚
（
銀
子
受
取
）

奉
預
御
銀
之
事
（
一
条
様
御
用
銀
）

借
家
請
状
之
事
（
寺
町
裏
清
和
院
口
上
リ
東
側
梶
井
様
御
長

家
）

引
取
一
札
之
事

借
家
請
状
之
事
（
寺
町
裏
清
和
院
口
上
リ
東
側
梶
井
様
御
長

家
）

引
取
一
札
之
事

奉
拝
借
御
金
之
事
（
妙
法
院
様
殿
御
修
理
金
御
貸
付
金
）

御
詫
一
札
之
事
（
御
殿
御
貸
付
金
拝
借
不
調
印
に
付
）

奉
差
上
別
紙
一
札
之
事
（
借
金
引
当
）

別
帋
引
宛
証
文
之
事
（
御
室
御
所
様
御
祠
堂
金
借
用
）

番
号

２５２６２１３
－
１

３
－
２

２１
－
１

２１
－
２

２２
－
１

２２
－
２

１３４６５４５７

輯９９１５１６２０２０２７２７２７２７３２３２３２３２
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備
考

１３
－
２
と
一
紙

３
－
２
と
一
紙

３０
－
２
と
１
紙

数
量

１
通

１
通

１
通

１
通

１
通

１
通

１
通

１
通

１
通

１
通

１
通

形
態状状状状状状状状状状状状状状

作
成

譲
り
主
惣
司
久
右
衛
門
、
妻
、
倅
、
知
声
院
、
証
人
１
→
吉
田

相
模
、
吉
田
弥
一

譲
り
主
惣
司
久
右
衛
門
→
吉
田
相
模

拝
借
主
北
野
宮
松
栄
坊
、
証
人
同
梅
林
坊
・
梅
円
坊
→
桂
御
所

御
貸
付
所

松
栄
坊
→
桂
御
所
様
御
貸
付
所

譲
り
主
治
郎
右
衛
門
、
請
人
１
名
→
文
治
郎
（
裏
書
）
庄
屋
太

右
衛
門

太
秦
安
養
寺
村
譲
り
主
百
姓
又
右
衛
門
、
同
村
証
人
２
名
→
山

下
源
右
衛
門

南
畑
百
姓
庄
吉
、
百
姓
惣
代
平
野
屋
庄
八
→
百
姓
政
次
郎

河
西
新
八
郎
、
植
村
与
三
郎
、
広
瀬
文
四
郎

城
州
綴
喜
郡
岩
田
村
庄
屋
・
加
次
郎
→
（
欠
）

羽
倉
攝
津
守
、
証
人
大
石
直
吉
→
尾
崎
藤
之
丞
、
其
外
判
人
中

（
後
欠
カ
）

受
人
河
原
町
荒
神
口
下
ル
近
江
屋
三
郎
兵
衛
、
引
取
人
１
、
借

主
柏
屋
宇
兵
衛
→
梶
井
御
殿
御
長
屋
御
支
配
人
関
根
由
兵
衛

引
取
人
水
流
八
条
殿
町
上
ル
越
後
屋
伊
兵
衛
、
請
人
、
借
主
→

梶
井
御
殿
御
長
屋
御
支
配
人
関
根
由
兵
衛

庄
屋
左
平
太
、
年
寄
２
名
→
欠

城
州
紀
伊
郡
下
鳥
羽
村
・
同
乙
訓
郡
井
之
内
村
・
同
郡
下
植
野

之
村
・
江
州
蒲
生
郡
長
田
村
各
村
庄
屋
・
年
寄
・
組
頭
・
村
惣

代
・
百
姓
惣
代
（
奥
）
江
州
茨
田
郡
門
真
香
上
村
庄
屋
・
年
寄

・
村
惣
代
→
嶋
田
八
郎
兵
衛

年
代

宝
暦
２
年
５
月

宝
暦
２
年
５
月

安
政
５
年
１０
月

（
安
政
５
年
）
１０
月
２３
日

嘉
永
２
年
極
月

安
政
３
年
９
月

元
治
元
年
３
月

子
年
１１
月

弘
化
４
年
１１
月
２３
日

寛
政
６
年
１１
月

嘉
永
３
年
２
月

嘉
永
３
年
２
月

天
保
５
年
６
月

天
保
８
年
１２
月

表
題

一
札
之
事
（
御
車
大
工
職
、
御
車
副
両
役
勤
め
難
き
に
付
）

覚
（
伝
来
の
御
朱
印
渡
し
）

奉
拝
借
御
銀
之
事
（
御
所
御
納
金
の
内
銀
７
貫
）

覚
（
銀
７
貫
＝
金
９７
両
３
朱
余
受
取
）

譲
り
渡
シ
申
畑
地
之
事
（
有
栖
川
宮
領
畑
地
）

譲
り
渡
シ
申
田
地
之
事
（
有
栖
川
宮
家
領
）

譲
状
一
札
之
事
（
粟
田
御
殿
領
畑
地
）

［
公
儀
触
三
通
廻
状
］
古
金
銀
に
付
／
唐
物
抜
荷
に
付
／
三
十

三
間
堂
大
破
勧
進
に
付
）

覚
（
知
恩
院
御
祠
堂
金
５００
両
、
田
辺
村
以
下
１２
ヶ
村
拝
借
）

証
文
之
事
（
東
福
寺
九
条
殿
御
祠
堂
銀
之
内
、
村
方
名
前
に

て
借
銀
滞
り
済
し
方
）

借
家
請
状
之
事
（
御
車
道
清
和
院
口
上
ル
東
側
梶
井
宮
長

屋
）

引
取
一
札
之
事
（
御
車
道
清
和
院
口
上
ル
東
側
梶
井
宮
長

屋
）

田
地
引
当
書
入
帳
（
非
蔵
人
衆
様
八
家
御
領
乙
訓
郡
外
畑

村
）

奉
預
御
金
之
事
（
御
役
所
御
用
金
の
う
ち
１００
両
借
用
）

番
号

１３
－
１

１３
－
２

３
－
１

３
－
２

１２４３９１８７３０
－
１

３０
－
２

２６１

輯３４３４３９３９４０４０４０４０４６５０５０５０５１５５
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備
考

数
量

１
通

１
通

１
通

１
通

１
通

１
通

１
通

１
通

１
通

１
通

１
通

１
通

１
通

１
通

形
態状状状状状状状状状状状状状状

作
成

譲
り
主
親
市
左
衛
門
ほ
か
２
名
→
浄
雲
寺
当
住
信
随

、（
奥

書
）
年
寄
勘
兵
衛

口
熊
野
串
本
浦
肝
煎
１
、
庄
屋
１
→
大
川
浦
浜
野
屋
吉
之
丞
代

孫
次
郎
、
同
人
船
沖
船
頭
甚
五
郎
、
楫
取
１
、
惣
水
主
中

口
熊
野
串
本
浦
肝
煎
１
、
庄
屋
１
→
和
深
御
仕
入
方
御
出
役
浦

義
右
衛
門
、
境
田
中
屋
正
助
代
専
助

串
本
浦
→
大
川
浦
吉
之
丞
代
船
沖
船
頭
甚
五
郎

大
仏
御
殿
御
貸
付
掛
横
山
伊
織
→
福
田
屋
吉
兵
衛

妙
法
院
宮
御
貸
付
所
佐
久
良
静
、
手
代
佐
賀
勘
兵
衛
→
福
田
屋

吉
兵
衛

妙
法
院
宮
御
貸
付
所
預
佐
久
良
静
→
福
田
屋
平
兵
衛

伏
見
御
所
御
内
大
村
右
兵
衛
輔
→
氏
屋
清
助

因
幡
堂
境
内
麦
屋
幸
次
郎
ほ
か
３
名
→
有
栖
川
宮
様
御
貸
付
御

役
人
衆
（
奥
書
）
因
幡
堂
役
者
太
田
福
満
他
１
名

松
平
大
和
守
領
分
上
総
国
望
陀
郡
仲
山
村
願
人
伝
兵
衛
、
組
頭

１
、
名
主
１
→
白
川
神
祇
伯
王
様
関
東
御
役
所
御
役
人
中
様

不
納
主
庄
七
、
請
人
２
名
→
与
四
郎

西
新
屋
敷
中
之
町
平
野
屋
七
兵
衛
ほ
か
３
名
→
有
栖
川
宮
様
御

殿
御
貸
付
御
役
人
衆
中
様

中
筋
今
出
川
下
ル
丁
但
馬
屋
佐
助
他
２
名
、
東
堀
川
三
条
上
ル

丁
柏
屋
八
右
衛
門
、
妻
→
一
条
様
御
貸
付
御
役
所

江
州
高
嶋
郡
宮
野
村
忠
兵
衛
ほ
か
３
名
→
一
条
様
御
貸
付
御
支

配
所

年
代

安
永
５
年
５
月
１２
日

嘉
永
７
年
１２
月

嘉
永
７
年
１２
月

寅
１２
月

嘉
永
７
年
７
月

安
政
４
年
６
月
２５
日

安
政
３
年
８
月

慶
応
４
年
２
月

文
久
２
年
５
月

元
治
元
年
１２
月

明
和
４
年
１２
月
晦
日

嘉
永
４
年
２
月

安
政
２
年
１０
月

天
保
５
年
３
月

表
題

譲
り
状
之
事
（
禁
裏
御
領
１０
ヶ
所
）

浦
証
文
之
事
（
写
）（
大
地
震
津
波
破
船
に
付
、
一
橋
様
御
廻

米
）

浦
証
文
之
事
（
写
）（
大
地
震
津
波
破
船
に
付
／
京
都
御
用
材

大
坂
廻
木
他
）

一
札
之
事
（
京
都
造
営
材
材
木
積
船
、
地
震
津
波
に
て
破
船
、

取
片
付
人
足
代
受
取
）

証
（
大
仏
御
殿
御
修
理
銀
之
内
１５０
両
幡
州
亀
山
本
徳
寺
家
来

貸
付
加
入
）

預
り
申
銀
子
証
書
之
事
（
６
貫
目
）

支
証
一
札
（
御
殿
御
用
金
銀
１１
，
１００
匁
）

条
約
一
札
之
事
（
生
糸
弐
箇
買
取
）

奉
拝
借
御
金
之
事
（
２０
両
）

乍
恐
以
書
付
奉
申
上
候
（
上
棟
之
節
、
幣
串
等
相
用
儀
不
弁

に
付
）

請
合
申
御
年
貢
之
事
（
禁
裏
御
料
物
成
不
納
に
付
）

借
用
申
金
子
証
文
之
事
（
１６
両
）

奉
差
上
一
札
之
事
（
御
殿
様
御
用
金
借
用
引
当
ニ
木
賊
）

奉
預
御
銀
之
事
（
一
条
様
御
殿
御
用
銀
２７５
匁
）

番
号

９２７２８２９４５１１１３８１９９７４２１８

輯５７５８５８５８５９５９５９５９６３６３６４６９６９７１
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備
考

数
量

１
通

１
通

１
通

１
通

１
通

１
通

１
通

１
通

１
通

１
通

１
通

１
通

１
通

１
通

１
通

１
通

形
態状状状状状状状状状状状状状状状状

作
成

御
車
調
進
所
惣
司
甚
三
郎
、
同
茂
左
衛
門
→
小
堀
数
馬
殿
御
役

所御
車
副
供
数
馬
→
岩
佐
主
税
、
中
村
二
兵
衛

岩
佐
主
税
他
１１
名
→
御
勘
定
所
（
嶋
本
三
郎
九
郎
）

中
坊
（
カ
）
伊
兵
衛
→
美
濃
屋
九
右
衛
門

万
福
寺
通
新
町
西
江
入
町
近
江
屋
金
治
郎
、
母
他
２
名
→
小
野

御
殿
御
貸
付
所

小
山
郷
吉
田
弥
一
→
冷
泉
様
御
雑
掌

三
条
西
殿
御
役
所
→
椹
村
・
七
戸
村
庄
屋
・
年
寄
・
百
姓
中

（
裏
書
）
季
知
（
印
）

山
本
勘
助
、
大
八
→
舟
橋
様
御
支
配
人
衆
中

小
堀
左
源
太
殿
元
御
代
官
所
紀
伊
郡
・
乙
訓
郡
・
葛
野
郡
・
宇

治
郡
・
愛
宕
郡
村
々
庄
屋
年
寄
（
８８
ヶ
村
計
１４６
名
）
→
御
奉
行

様一
乗
寺
村
庄
屋
加
兵
衛
→
冷
泉
様
御
内
中
川
瀬
兵
衛

岩
佐
藤
蔵
、
井
戸
平
四
郎
、
岩
崎
駒
太
郎
→
鷹
司
御
殿
御
貸
付

所平
岡
掃
部
権
助
→
鷹
司
様
御
貸
付
所
（
奥
印
）
清
水
因
幡
守
・

大
隈
伊
勢
守

高
田
隆
介
・
近
沢
恵
市
郎
→
茶
満
屋
五
兵
衛

竹
内
乙
弥
、
徳
岡
典
膳
、
同
中
務
→
鷹
司
御
殿
御
貸
付
所

竹
内
乙
弥
、
徳
岡
典
膳
、
同
中
務
→
鷹
司
御
殿
御
貸
付
所

徳
岡
典
膳
→
鷹
司
御
殿
御
貸
付
所

年
代

安
永
２
年

寛
政
４
年
９
月

文
化
１４
年
１０
月

文
政
１０
年
１０
月

文
久
２
年
閏
８
月

元
文
２
年
６
月

弘
化
３
年
９
月

明
治
４
年
正
月

寛
保
元
年
１１
月
１６
日

元
禄
１５
年
４
月
晦
日

安
政
２
年
９
月
１６
日

天
保
６
年
９
月

天
保
５８
年
５
月
２１
日

天
保
９
年
７
月

天
保
９
年
７
月

天
保
１２
年
５
月

表
題

覚
（
巴
御
車
御
修
復
御
料
物
銀
受
取
）

口
上
之
覚
（
天
正
十
六
年
四
月
御
朱
印
高
頂
戴
に
付
）

覚
（
御
車
役
人
地
行
書
下
鴨
村
山
城
国
高
役
銀
納
メ
に
付
）

証
札
（
後
桃
園
院
枕
屏
風
買
得
代
金
払
い
方
に
付
）

奉
拝
借
御
金
之
事
（
金
５
両
）

一
札
之
事
（
未
進
米
の
覚
）

一
札
之
事
（
臨
時
入
用
２０００

目
借
用
）

一
札
（
酒
之
上
不
調
法
に
付
禁
酒
、
勘
弁
願
）

乍
恐
奉
願
上
候
（
小
堀
左
源
太
死
去
ニ
付
跡
役
同
豊
之
助

願
）

差
上
ケ
申
一
札
之
事
（
売
酒
屋
吟
味
に
付
）

奉
願
上
口
上
書
（
心
観
院
様
御
遣
金
貸
下
ケ
願
）

掃
部
寮
恒
例
御
下
行
米
之
覚
・
掃
部
寮
臨
時
御
下
行
米
之
覚

引
請
一
札
之
事
（
鷹
司
様
納
戸
金
よ
り
の
岩
井
三
八
滞
借
金

返
済
引
請
５
両
）

奉
拝
借
御
銀
之
事
（
心
観
院
御
遣
金
銀
１８００

目
）

引
当
証
文
之
事
（
竹
内
乙
弥
切
米
４
．
５
石
）

一
札
（
拝
借
銀
証
文
印
差
上
断
に
付
）

番
号

３２３３３４４１１５３７１６８１９２２２７２８２９３０３１３２

輯７１７１７１７１７２７２８３８５８６８６８６８６８６８６８６８６
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備
考

数
量

１
通

１
通

１
通

１
通

１
通

１
通

１
通

１
通

１
通

１
通

１
通

１
通

１
通

１
通

１
通

１
通

形
態状状状状状状状状状状状状状状状状

作
成

竹
内
菊
彦
、
徳
岡
典
膳
→
鷹
司
御
殿
御
貸
付
所

六
条
殿
家
岡
田
兵
庫
・
秦
修
理
→
大
藪
村
庄
屋
平
右
衛
門
、
年

寄
七
兵
衛

西
四
辻
殿
役
所
岸
本
中
務
・
老
女
清
崎
→
鷹
司
御
殿
貸
付
所

（
裏
印
あ
り
）

徳
岡
典
膳
、
竹
内
菊
彦
、
他
２
名
→
鷹
司
御
殿
御
貸
付
所

徳
岡
典
膳
→
鷹
司
御
殿
御
貸
付
所

山
井
殿
家
鈴
木
内
膳
他
４
名
→
鷹
司
御
殿
御
貸
付
所
（
裏
）
氏

国
（
印
）、
氏
輝
（
印
）

六
条
殿
家
岡
田
兵
部
、
城
州
乙
訓
郡
庄
屋
１
、
年
寄
１
、
百
姓

惣
代
２
→
鷹
司
御
殿
御
貸
付
所
（
裏
）
六
条
（
印
）（
印
）

徳
岡
内
膳
他
３
名
→
鷹
司
御
殿
御
貸
付
所

徳
岡
内
膳
他
３
名
→
鷹
司
御
殿
御
貸
付
所

徳
岡
内
膳
他
３
名
→
鷹
司
御
殿
御
貸
付
所

徳
岡
内
膳
他
３
名
→
鷹
司
御
殿
御
貸
付
所

高
嶋
五
兵
衛
→
松
山
嘉
兵
衛

城
州
葛
野
郡
原
村
・
同
愛
宕
郡
千
本
廻
各
庄
屋
・
年
寄
・
百
姓

惣
代
→
鷹
司
御
殿
御
貸
付
所

広
橋
殿
家
役
所
（
印
）
藤
堂
兵
庫
・
権
助
他
４
名
→
鷹
司
御
殿

御
貸
付
所

城
州
葛
野
郡
原
村
・
愛
宕
郡
千
本
廻
り
庄
屋
・
年
寄
・
百
姓
惣

代
→
鷹
司
御
殿
御
貸
付
所

野
村
呂
円
、
吉
田
源
太
郎
→
鷹
司
御
殿
御
貸
付
所

年
代

天
保
１４
年
１０
月

弘
化
３
年
７
月

弘
化
３
年
１２
月

弘
化
４
年
６
月

嘉
永
元
年
４
月

嘉
永
３
年
正
月

嘉
永
４
年
１１
月

嘉
永
６
年
９
月

嘉
永
６
年
９
月
２２
日

嘉
永
７
年
４
月

嘉
永
７
年
４
月

嘉
永
７
年
７
月

安
政
２
年
正
月

安
政
２
年
正
月

安
政
２
年
正
月

安
政
２
年
正
月

表
題

奉
追
拝
借
御
銀
之
事
（
心
観
院
御
遣
金
３
両
）

為
任
一
札
之
事
（
収
納
米
４０
石
、
鷹
司
よ
り
の
借
銀
引
当
に

付
）

奉
拝
借
御
銀
之
事
（
１
両
）

引
当
証
文
之
事
（
銀
２
貫
目
借
用
引
当
切
米
６
石
）

奉
追
借
御
金
之
事
（
金
３
両
）

別
紙
之
事
（
本
領
米
３０
米
引
当
借
銀
借
り
換
え
に
付
）

引
当
証
文
之
事
（
六
条
殿
家
方
領
米
２３
石
引
当
、
銀
１０
貫
４００

目
借
用
）

奉
願
上
口
書
（
下
行
米
４３
石
引
当
２０
貫
借
銀
願
）

覚
（
銀
子
２０
貫
受
取
）

奉
願
上
口
上
書
（
下
行
米
４３
石
引
当
２０
貫
目
５００
目
借
銀
願
）

覚
（
銀
子
２０
貫
５００
目
請
取
）

枝
証
文
之
事
（
舟
橋
役
所
老
女
へ
の
貸
渡
銀
３７
貫
５００
目
に
出

銀
ニ
付
）

副
証
文
之
事
（
銀
子
３
貫
借
用
に
付
）

一
札
之
事
（
葛
野
郡
原
村
庄
屋
他
連
印
借
銀
３
貫
目
に
付
引

請
）

奉
願
上
口
上
書
（
銀
子
３
貫
借
用
）

覚
（
金
１０
両
請
取
）

番
号

３３３４３５３６３７３８３９４０４１４２４３４４４５４６４７４８

輯８６８６８６８６８６８６８６８６８６８６８６８６８６８６８６８６

241



備
考

数
量

１
通

１
通

１
通

１
通

１
通

１
通

１
通

１
通

１
通

１
通

１
通

１
通

１
通

１
通

形
態状状状状状状状状状状状状状状

作
成

野
村
呂
円
、
吉
田
源
太
郎
→
鷹
司
御
殿
御
貸
付
所

野
村
呂
円
、
吉
田
源
太
郎
→
鷹
司
御
殿
御
貸
付
所

高
橋
薩
摩
守
→
鷹
司
御
殿
御
貸
付
所

茶
満
屋
五
兵
衛
→
菱
屋
嘉
兵
衛

葉
室
殿
役
所
（
印
）
宗
岡
式
部
大
丞
ほ
か
２
名
→
年
〃
御
方
領

米
請
取
方
催
御
両
家
御
役
中

菱
屋
嘉
兵
衛
→
茶
満
屋
五
兵
衛

城
州
葛
野
郡
下
山
田
村
・
乙
訓
郡
今
里
村
・
葛
野
郡
御
所
之
内

村
各
庄
屋
・
年
寄
・
百
姓
惣
代
→
鷹
司
御
殿
御
貸
付
所

窪
甲
斐
守
、
同
左
近
将
監
、
多
右
近
将
監
→
鷹
司
御
殿
御
貸
付

所石
山
殿
役
所
木
村
丹
下
・
須
田
将
監
、
□
町
室
町
に
し
入
ル
町

鍛
冶
屋
守
太
郎
→
鷹
司
御
殿
御
貸
付
所
（
裏
）
左
京
権
大
夫

（
印
）

徳
岡
内
膳
大
允
、
徳
美
常
陸
大
豫
、
櫛
田
左
近
将
監
→
鷹
司
御

殿
御
貸
付
所

徳
岡
内
膳
大
允
、
徳
美
常
陸
大
豫
→
鷹
司
御
殿
御
貸
付
所

大
和
屋
清
七
、
浜
屋
要
蔵
、
木
原
屋
左
七
→
鷹
司
御
殿
御
貸
付

所大
和
屋
清
七
、
浜
屋
要
蔵
、
木
原
屋
左
七
→
鷹
司
御
殿
御
貸
付

所須
賀
井
発
之
丞
、
佐
治
武
兵
衛
→
鷹
司
御
殿
御
貸
付
所

年
代

安
政
２
年
３
月

安
政
２
年
３
月

安
政
２
年
６
月

安
政
２
年
６
月

安
政
３
年
６
月

安
政
３
年
６
月

安
政
３
年
６
月

安
政
３
年
６
月

安
政
４
年
１１
月

文
久
元
年
４
月

文
久
２
年
６
月

文
久
２
年
８
月

文
久
２
年
８
月

文
久
２
年
１２
月

表
題

奉
拝
借
御
金
之
事
（
金
１０
両
）

副
証
文
之
事
（
借
金
１０
両
返
済
方
、
家
領
分
西
院
村
庄
屋
外

連
印
６
貫
拝
借
証
文
）

奉
拝
借
御
金
之
事
（
金
２０
両
）

為
取
替
一
札
之
事
（
舟
橋
様
方
へ
の
７
貫
５００
目
に
３
貫
２００

目
菱
屋
出
銀
ニ
付
）

一
札
（
借
用
銀
返
納
方
に
付
）

為
任
取
一
札
之
事
（
葉
室
殿
へ
の
貸
付
銀
２０
貫
目
に
１０
貫
目

菱
屋
加
入
、
済
せ
方
に
付
）

奉
願
上
口
上
書
（
葉
室
家
領
３
ヶ
村
、
米
４０
石
返
納
、
銀
２０

貫
借
用
願
）

覚
（
銀
３
貫
５００
目
請
取
）

奉
追
借
御
銀
之
事
（
銀
１
貫
目
）

覚
（
銀
２０
貫
受
取
）

覚
（
銀
９
貫
７００
目
請
取
）

奉
拝
借
御
銀
之
事
（
銀
１２
貫
目
）

別
紙
証
文
之
事
（
同
上
借
銀
引
当
、
大
和
屋
瀬
［
マ
マ
］
七

家
屋
敷
）

引
当
証
文
之
事
（
銀
４
寛
５００
目
借
用
引
当
、
切
米
之
内
１５

石
）

番
号

４９５０５１５２５３５４５５５６５７５８５９６０６１６２
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備
考

数
量

１
通

１
通

１
通

１
通

１
通

１
通

１
通

形
態状状状状状状状

作
成

徳
美
常
陸
大
豫
、
徳
岡
内
膳
大
允
→
鷹
司
御
殿
御
貸
付
所

須
賀
井
発
之
丞
、
佐
治
武
兵
衛
→
鷹
司
御
殿
御
貸
付
所

須
賀
井
発
之
丞
、
佐
治
武
兵
衛
→
鷹
司
御
殿
御
貸
付
所

高
松
権
中
納
言
殿
雑
掌
高
坂
源
太
・
高
松
三
位
殿
雑
掌
宮
樹
民

部
→
鷹
司
御
殿
御
貸
付
所

西
四
辻
殿
役
所
（
印
）
岸
本
中
務
、
四
辻
殿
役
所
（
印
）
芝
兵

部
・
渡
辺
掃
部
→
年
〃
御
方
料
米
請
取
催
御
両
家
御
役
人
中

鳥
羽
問
屋
大
津
又
左
衛
門
→
鷹
御
殿
御
役
人
中

（
裏
）
前
少
将
（
印
）

年
代

文
久
３
年
５
月

文
久
３
年
２
月

文
久
３
年
２
月

文
久
３
年
４
月

（
年
欠
）

午
年
７
月
１９
日

（
年
欠
）

表
題

覚
（
金
１０
両
請
取
）

覚
（
銀
１
貫
３００
目
受
取
）

引
当
証
文
之
事
（
銀
１
貫
３００
目
借
用
引
当
切
米
之
内
４
，
５

石
）

奉
拝
借
御
金
之
事
（
心
観
院
御
遣
金
１
両
）

一
札
（
銀
子
借
用
に
付
方
領
米
１５
石
引
渡
）

〔
加
州
御
扶
持
方
米
着
船
に
付
届
書
〕

副
一
札
（
３
貫
２００
目
借
用
引
当
年
々
米
１２
石
）

番
号

６３６４６５６６６７６８６９

輯８６８６８６８６８６８６８６
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